
そ
れ
ら
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で

進　 目　 徳　 宝　 財　 覚　 く
首　 首　 首　 首　 首　 首　 で

説　 説　 説　 説　 説　 説　 あ。
X　　 J　　

ると
○

二
、
教
化
甚
深

三
、
業
果
甚
深

四
、
説
法
甚
深

五
、
福
田
甚
深

六
、
正
教
甚
深

七
、
正
行
甚
深

八
、
助
道
甚
深

九
、

一
乗
甚
深

ニミ ーで て

裳 教 縁
果 化 起
眼 甚 甚
栞 深 深

文
11 11 殊

問

「菩
薩
明
難
品
」
は
、
文
殊
と
覚
首
等
に
代
表
さ
れ
る
九
人
の

「首
」
な
る
菩
薩

と
の
間
に
取
り
か
わ
さ
れ
る
問
答
形
式
を
以

っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
み
れ
ば
、
問
答
形
式
を
取

っ
た
場
合
。
問
い
は
簡
潔
で
、
む
し
ろ
答
え
が

長
文
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
(も
ち
ろ
ん
逆
の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
)
、
今

経
典
が
、
問
い
は
長
行
、
答
え
は
頌
偶
と
い
う
形
体
を
以

っ
て
説
い
’て
い
る
こ
と
臆

注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
頌
掲
の
持
つ
本
質
的
意
義
こ
そ
、
単
に
人
間
’の
分
別
を

以

っ
て
立
て
た
問
い
に
対
す
る
説
明
的
な
答
文
で
は
な
’く
、
実
娯
教
法
の
歴
史
に
立

脚
し
た
問
答
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
沌
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
冠
全
体

と
し
て
前
三
品

(如
来
名
号
品
、
四
諦
品
、
如
来
光
明
覚
品
)
を
所
信
と
す
る

「能

信
の
智
慧
」
を
表
現
せ
ん
と
し
、
我
々
が
仏
教
を
学
ぶ
上
に
極
め
て
重
要
と
思
わ
れ

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

薫

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

中

　

村

四

る
問
題
を
次
々
と
提
起
し
て
い
る
　
0

そ
の
問
答
に
十
種
あ
る
が
、
所
謂
、
古
来
よ
り

「十
甚
深
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

衆
生
の
現
実
。

1/

教
化
に
よ
る
修
行
。

賢
首
説
一

一
二
九

1/ 1/

教
化
の
様
子
。

1/1/

智　 法
首　 首
説　 説

1/



十
、
仏
境
界
甚
深

　

諸
菩
薩
問

　

文
殊
説

と
こ
ろ
で
、
「菩
薩
明
難
品
」
に
於
い
て
説
か
ん
と
す
る
の

は
ま
さ
し
く

「信
中

の
解
」
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
解
と
は
一
体
如
何
な
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

信
は
、
自
身
が
信
た
り
得
る
た
め
に
必
然
的
に
解
を
要
求
す
る
。
つ
ま
り
、
信
は

信
自
身
で
は
信
と
な
り
得
ず
、
必
ず
自
身
を
信
と
し
て
信
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
我
々
は
単
に
信
を
固
定
概
念
の
内
に
規
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

斯
く
の
如
く
、信
の
深
い
自
己
反
省
と
も
い
う
べ
き
行
為
が
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、

更
に
解
が
信
の
自
証
分
で
あ
る
こ
と
が
、
信

・
解

・
行

・
証
と
い
う
系
列
の
内
に
関

係
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
故
に
解
は
仏
の
教
法
全
体
の
内
に
あ
り
、
そ
れ
は
仏

と
そ
の
教
法
と
に
随
順
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
教
法
の
内
に
あ
る
解
が
、
単
な
る
論
理
的
理
解
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
十
信
の
中
に
含
ま
れ
、
特
に

「信
中
の
解
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
実
践
的
な

意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
解
と
は
単
に
我
々
が

」
究
境
仏
果
の
不
可
思
議
。

一
三
〇

「十
種
の
甚
深
」
に
つ
い
て
順
次
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

-

-

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
以
っ
て
始
め
て
如
実
に
顕
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
元
よ

り
、
信
は
信
と
全
く
異
質
な
解

へ
と
展
開
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い

。以
上
の
如
き
点
を
把
握
し
た
上
で
、
本
稿
で
は
特
に
実
際
経
典
に
説
か
れ
て
い
る

　　

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
寧
ろ
菩
薩
の
正
行
に
於
け
る
発
展
と
し
て
の
所
謂

「唯
心

賢
首
大
師
法
蔵

(以
下
法
蔵
と
称
す
)
が

「凡
諸
菩
薩
起
二信
解
行
等
’
皆
依
二如
’
此
唯
心
道
理
　0
得
7
異
二
凡
小
‘
而
成
中
正

行
上故
。」
(大
正
35

・
176

・
c
)

一

　

縁
起
甚
深

『経
典
』
に
次
の
如
く
あ
る
。

「仏
子
。
心
性
是

一
。
云
何
能
生
“
種
種
果
報
　0
或
至
二
善
趣
‘或
至
二悪
趣
‘。
或

具
11諸
根
‘或
不
’具
者
。
或
生
二
善
處
‘或
生
二
悪
處
　0
端
正
醜
晒
苦
楽
不
’同
。

業
不
y知
’心
心
不
y知
y業
。
受
不
y知
‘報
報
不
’知
’受
。

心
不
y知
’受
受
不
y

知
’
心
。
因
不
’知
y縁
縁
不
’知
’因
。
智
不
y知
’法
法
不
・知
・智
。」
(大
正
9

・

427

・

a
)

こ
れ
は
縁
起
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
人
間
が
人
生
の
現
実
を
知
る
こ
と
に
於
い

て
、
「心
の
本
性
は
唯

一
で
あ
る
筈
な
の
に
ど
う
し
て
種
々
幾
多
の
異
な

っ
た
果
報

を
生
ず
る
の
か
」
と
い
う
果
の
立
場
で
以
っ
て
一異
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
甦

分
別
的
に
考
え
る
よ
う
な
理
解
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
内
面
的
に
教
を
含

　　　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
は
縁
起
に
関

す

る
問

い

で
は
あ
る

ん
だ
解
を
意
味
し
、
飽
く
ま
で
も
信

・
解

・
行

・
証
に
於
け
る
信
か
ら
解
へ
と
展
開

　　

が
、
所
謂
、
根
本
仏
教
で
い
わ
れ
て
い
る
十
二
縁
起
と
は
意
を
異
に
し
て
い
る
。



の
道
理
」
に
つ
い
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
法
蔵
が

「初
縁
起
者
。
諸
法
依
二阿
頼
耶
識
自
性
縁
生
・‘方
得
二集
起
一故
也
。」
(大
正
35

・

176

・
c
)

と
縁
起
の
定
義
を
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
そ
れ
は
阿
頼
耶
識
の
自
性
縁
生
に
よ
り
集

起
す
る
諸
法
を
意
味
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
体
、
縁
起
と
は

「す
べ
て
の
存
在

(有
為
法
)
は
、
種
々
様
々
な
条
件
即
ち
因
縁
に
よ
っ
て
仮
に

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
、
即
ち
起

っ
て
い
る
こ
と
。」
卜

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

「因
縁
生
、
縁
生
、
因
縁
法
と
も
い
う
。
他
恚
の
関
係
が
縁
と
な

っ
て
生
起
す
る

こ
と
。

(A
に
)
縁

っ
て

(B
が
)
起
こ
る
こ
と
。
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
意

で
、
す
べ
て
の
現
象
は
法
数
の
原
因
や
条
件
が
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
成
立
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
独
立
自
存
の
も
の
で
は
な
く
、
諸
条
件
や
原
因
が
な
く

な
れ
ば
、
結
果
も
お
の
ず
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
仏
教

の
基
本
的
教

説
。
現
象
的
存
在
が
相
互
に
依
存
し
あ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

元
々
、
縁
起
思
想
は
仏
教
の
持
つ
根
本
的
な
世
界
観
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
モ

れ
を
離
れ
て
仏
教
の
存
在
価
値
は
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
原
始
仏
教
に
於

け
る
十
二
縁
起

(業
感
縁
起
)

　

・
唯
識
学
派
に
於
け
る
頼
耶
縁
起
説

・
『起
信
治
』
等

に
於
け
る
如
来
蔵
縁
起
説

・
華
厳
学
派
に
於
け
る
法
界
縁
起
説
等
が
そ
れ
で
あ
り
、

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

仏
教
の
歴
史
を

一
貫
し
て
い
る
思
想
な
の
で
あ
る
。

そ
の
中
、
特
に
華
厳
に
於
け
る
法
界
縁
起
に
関
し
て
は
、
法
蔵
が

『華
厳

一
乗
教

義
分
斉
章
』
巻
第
四
で
、

「夫
法
界
縁
起
。
乃
自
在
無
窮
。」
(大
正
45

・
503

・
a
)

と
述
べ
、
次
い
で
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

「初
義
者
。
円
融
自
在

一
即

一
切
。

一
切
即

一
。

不
y可
y説
二其
状
相
‘耳
。

如
二

華
厳
経
中
究
竟
果
分
国
土
海
及
十
仏
自
体
融
義
等
‘者
。

即
其
事
也
。

不
‘論
11

因
陀
羅
及
微
細
等
　0
此
当
二
不
可
説
義
　0
何
以
故
。
不
二与
‘教
相
応
’故
。
地
論

云
。
因
分
可
説
果
分
不
可
説
者
、
即
其
事
也
。」
(大
正
45

・
503

・
a
)

法
界
縁
起
の
法
は
同
体
異
体
そ
れ
ぞ
れ
相
即
相
入
し
て
、
事
々
無
倶
、
重
々
無
尽

と
な
り
、
‘自
在
に
し
て
究
ま
り
が
無
い
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
包
括
的
に
し
て
明
快

な
る
体
系
が

「四
法
界
観
」
で
あ
る
。

特
に
事
々
無
倶
と
は
、
特
殊
と
特
殊

・
個
と
個
、
即
ち
個
多
の
一
々
が
そ
れ
ぞ
れ

独
自
性
、
個
性
を
維
持
し
た
ま
ま
相
互
に
融
通
無
碩
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
様

に
一
即

一
切

・
一
切
即

一
の
関
係
を
有
し
、
而
も
幾
重
に
も
無
限
に
相
即
相
入
し
合

っ
て
重
々
無
尽
と
な
る
も
の
が
事
々
無
隈
法
界
で
あ
る
。

更
に
そ
の
相
が
様
々
の
角
度
か
ら
分
類
整
理
さ
れ
、
詳
細
に
解
明

さ
れ

た
も
の

が
、
事
々
無
倶
法
界
の
極
説
と
い
わ
れ
て
い
る
十
玄
縁
起

・
六
相
円
融
の
法
門
で
あ

る
’
こ
れ
ら
の
法
門
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
華
厳
思
想
は
、
根
本
的
に
は
差
別
と

平
等

・
特
殊
と
普
遍

・
多
と

I
・
相
い
異
な
る
特
殊
と
特
殊

’
同
じ
く
個
と
個
等
の

相
い
対
立
し
矛
盾
す
る
概
念
が
そ
の
ま
ま
融
通
無
辰
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

一
三

】



一
三

二

第

一
縁
生
。
於
二小
乗
‘則
無
。」
(大
正
31

・
164
・
a
)

と
、
第

一
分
別
自
性
縁
生
は
大
乗
に
の
み
有
す
る
と
説
く
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「此
第

一
縁
生
最
微
細
甚
深
故
、
於
’‘余
乗
’不
’
説
。
凡
夫
智
不
”
能
通
達
‘故
微

細
。
阿
羅
漢
独
覚
智
不
y能
y窮
‘一其
底
‘故
甚
深
。」
(大
正
31

・
164

・
a
)

と
説
い
て
い
る
。

第

一
分
別
自
性
縁
生
は
微
細
甚
深
の
た
め
余
乗
で
は
説
か
な
い
と
い
う
。
即
ち
第

一
縁
生
は
、
大
乗
に
於
い
て
も
凡
夫
の
智
慧
で
は
と
う
て
い
通
達
で
き
ず

(微
細
)

ま
し
て
や
二
乗
で
は
堀
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

(甚
深
)
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
更
に
世
親
は

　　　

:

　　　　

”

「依
二
止
阿
黎
耶
識
‘諸
法
生
起
。」
(前
掲
)

の
文
に
つ
い
て
も

『摂
大
乗
論
釈
』
巻
二
で

　

‘

　

`

「由
二諸
法
種
子
‘依
二阿
黎
耶
識
’諸
法
欲
’生
時
。
‘外
縁
若
具
。

依
二阿
梨
耶
識
‘

則
更
得
’生
。
諸
法
生
以
‘向
黎
耶
識
’為
‘一通
因
‘

　

是
名
二分
別
自
性
ご

(大
正

31

・
164

・
a
)

と
説
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
。

「種
種
諸
法
体
性
生
起
。
分
別
差
別
。
同
以
二阿
黎
耶
識
’為
‘因
故
。
若
分
二別
諸

法
縁
生
自
性
づ
此
唯
阿
黎
耶
識
。」
(大
正
31

・
464
・
a
)

諸
法
の
種
子
は
阿
頼
耶
識
を
依
処
と
し
、
そ
こ
か
ら
I一
切
諸
法
が
生
起
す
る
と
い

う
・
故
に
二
種
縁
生
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
阿
頼
耶
識
の
義
を
説
か
ん
が
た
め
で
あ

り
ヽ

実
に
阿
頼
耶
識
の
縁
起
の
あ
り
方
を
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、

一
種

の
縁
生
を
相
い
異
な
る
二
方
面
か
ら
見
て
区
別
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
よ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

ま
た
、
か
つ
て
、
拙
稿

「華
厳
経
に
於
け
る
信
の
位
置
」
(仏
教
文
化

研

究
所
紀

要
第
三
号
、
九
七
頁
)
で
、
果
分
不
可
説
、
因
分
可
説
の
義
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

今

一
つ
華
厳
思
想
に
於
い
て
は
縁
起
因
分
と
い̀
う
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
性
海
1　
分
に

対
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
如
来
の
果
海
は
不
可
称
不
可
説
な
る
い
い
わ

ば
言
慮
の
及
ば
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
縁
起
因
分
は
、
機
縁
に
随

っ

て
説
を
起
こ
し
、
因
位
の
人
の
た
め
に
説
く
と
こ
ろ
の
所
知
所
了
の
分
斉
を
い
う
の

で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　

卜

さ
て
、
以
上
、
法
蔵
は

「縁
起
甚
深
」
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
縁
起
と
は
、
阿
頼

耶
識
の
自
性
縁
生
に
よ
り
集
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
付
け
て
い
た
が
、
そ
も
そ

も
自
性
縁
生
と
は
如
何
な
る
こ
と
な
の
か
。
(
な
お
こ
こ
で
い
う
縁
生
と
は
縁
起
と

同
義
で
あ
り
、
古
く
は
因
縁
所
生
と
も
訳
さ
れ
て
い
た
。)

　　　　　

’

‘

斯
か
る
自
性
縁
生
に
つ
い
て
は

『摂
大
乗
論
』
巻
上
に

「此
縁
生
於
‘一大
乗
’最
微
細
甚
深
。
若
略
説
有
二
二
種
縁
生
　
0

　

一
分
別
自
性
。
二

分
別
愛
非
愛
。

依
‘一止
阿
黎
耶
識
‘諸
法
生
起
。

是
名
二分
別
自
性
縁
生
　

0

　

由
7

分
二別
種
種
法
’因
縁
自
性
上故
。」
(大
正
31

・
115

・
b
)

と
説
か
れ
て
あ
る
。
い
わ
ば
二
種
の
縁
生
の

一
つ
で
あ
る
。
同

『論
』
で
は
、
更
に

後
に
な
っ
て
、

こ
の
第

一
自
性
縁
生
、
第
二
愛
非
愛
縁
生
に
第
三
受
用
縁
生
を
加

え
、
三
種
の
縁
生
を
説
く
の
で
あ
る
。
第

一
は
窮
生
死
縁
生
と

も

い

い
四
を
顕
わ

○

　　　　　　

○

　　　　　　　　

(
14
)

し
、
第
二
は
愛
憎
道
縁
生
と
も
い
い
相
を
、
第
三
は
用
を
顕
わ
す
の
で
あ
る
。

世
親
は

『摂
大
乗
論
釈
』
巻
二
に
於
い
て

「欲
y顕
二
大
乗
一典
二
小
乗
‘異
。
大
乗
具
有
二
三
種
縁
生
　0
小
乗
但
有
二
二
種
　0
大
乗



う
。
そ
し
て
、
更
に

一
応
、
自
性
を
平
等

・
分
別
を
差
別
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
は
実
に
縁
生
に
よ
り
集
起
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
い

う
自
性
に
つ
い
て
、・
そ
れ
は
諸
法
の
自
性
を
指
す
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
阿
頼

耶
識
の
自
性
を
指
す
も
の
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
法
蔵
が

「諸
法
依
二
阿
頼
耶
識
自
性
縁
生
ご

(前
掲
)

と
、
自
性
を
阿
頼
耶
識
の
自
体
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
・
阿
頼
耶
識
の
自
性

を
指
す
か
の
と
見
て
よ
い
と
乙
伺
。

そ
れ
は
法
蔵
が
更
に

『摂
大
乗
論
』
巻
上
の

「十
義
の
次
第
」。
を
明
か
す
と
こ
ろ

の
文

　　

ン

「菩
薩
初
学
応
’先
観
二諸
法
如
実
因
縁
こ

(大
正
31

・
m

・
c
)

を
引
用
し
て
、
信
、
解
の
成
ず
る
こ
と
を
述
べ
、
「十
甚
深
」
の
内
に

「縁
起
甚
深
」

を
最
初
に
説
く
所
以
を
述
べ
て
い
る
こ
と

か

ら

も
推
察
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
事
と
理
と
の
融
通
無
倶
を
説
く
如
来
蔵
縁
起
と
も
、
生
滅
の
阿
頼
耶
識

と
も

二
’
ア
ン
ス
を
異
に
し
た
自
性
縁
生
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
法
蔵
は
縁
起
の
定
義
を

『摂
大
乗
論
』
等
に
よ
っ
て
述
べ
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
、
何
故

『起
信
論
』
の
文

「論
曰
有
・法
能
起
二摩
詞
術
信
根
‘是
故
応
’説
ぐ
。(大
正
32
ふ
I…
・・
b
)

を
引
用
し
、
ま
た

　　　　

・

・

　　　

‘

ヽ

　　　

ニ

ン

「所
y言
法
者
謂
衆
生
心
。是
心
則
摂
二

切
世
間
出
世
開
法
ご
(大
正
32

・
575
・
c
)

の
文
を
引
用
し
て

　

一

　　　　　　　　　　　

ド

　　　　　　　　　

¥
く

’「是
故
於
y此
而
起
二
難
問
ご

(
大
正
35

・
176

・
c
)

　　

万

~

　

よ

。

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　　　　　　　　　　　　　　

s

■

I

　

。
sr

斯
か
る
点
に
関
し

て
、

芳
英
は

『華
厳
経
探
玄
記
南
紀
録
』
(以
下

『南
紀
録
』

と
称
す
)
巻
四
之
二
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
‘

「然
今
梨
耶
依
’
旧
。
而
以
二
唯
識
法
相
一述
二
起
信
論
ぺ
全
在
二
融
会
　0
本
記
承
y之

日
二
阿
頼
耶
識
自
性
縁
生
　0
文
自
兼
‘一性
相
両
勢
　0
依
二
相
宗
’則
生
滅
頼
耶
。
自

体
縁
起
。’
種
子
黒
変
。
道
理
世
俗
法
門
。
若
依
二
性
宗
意
‘則
如
来
蔵
心
自
性
全

変
化
故
。
真
妄
事
理
和
合
法
門
。
対
機
別
二
途
。
而
縁
起
甚
深
之
性
相
。
何
永

違
隔
是
経
論
本
意
。
不
y
可
‘偏
二執

一
門
　0
是
当
門
之
大
旨
。」

’

　

(改
訂
日
蔵
、
第
三
巻
、

一
四
四
下
)

　

ノ

芳
英
に
よ
れ
ば
、
法
蔵
が

『探
玄
記
』
に
於
い
て

『唯
識
論
』
に
よ
り
な
が
ら
も
、

法
相
唯
識
の
正
依
と
し
な
い

『起
信
論
』
を
採
用
し
て
説
明
し
て
い
る
の
は
、
智
倣

の
唯
識
法
相
を
以

っ
て

『起
信
論
』
の
義
趣
を
述
べ
ん
と
し
た
融
会
の
方
法
を
継
承

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
は
、
道
理
世
俗
法
門
を
説
く
相
宗
、
真
妄
事
理

和
合
法
門
を
説
く
性
宗
の
ど
ち
ら
に
も
遍
執
し
な
い
と
い
う
。
’
・・

た
だ
、
芳
英
が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ド

　　

で

‘

「捜
玄
居
二
極
順
門
‘
説
…
…
略
…
…
本
記
承
二
彼
微
旨
　0
専
談
二
融
会
　0
居
二
極
違

。
門
‘説
。
故
如
二
当
文
　0
顕
引
二
起
信
論
ご

(改
訂
日
蔵
第
三
巻

一
四
五
下
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
・
同
じ
性
相
融
会
で
あ

っ
て
も
、。
智
敲
が

『捜
玄
記
』
や

『孔
目
章
』
の

「明
難
品
初
立
唯
識
章
」
(大
正
45

・
543

・
‐a
以
下
)
等
に
於
い
て

説
く
融
会
は
極
順
門
に
立

っ
た
融
会
で
あ

る
。

そ
れ
に
対
し
、

法
蔵
の
説
く
融
会

は
、
極
違
門
に
立
っ
た
融
会
で
あ
る
。
故
に
こ
の
極
違
門
で
は
い
ま
だ
権
実
を
判
決

一
三
三



二
二
四

し
て
矛
盾
す
る
訳
で
あ
る
。
故
に
こ
の
問
い
の
真
意
は
、
前
述
し
た
如
ぐ
、
心
性
が

平
等

一
味
と
い
わ
れ
る
の
に
、
ど
う
し
て
現
実
の
存
在
は
種
々
の
果
報
を
生
じ
る
の

か
、

一
が
如
何
に
し
て
そ
れ
と
異
な
る
多
で
あ
る
の
か
問
う
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

斯
か
る
問
い
に
つ
い
て
、
法
蔵
は
一
応
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「設
若
救
言
心
性
雖
」

。
然
有
二善
悪
業
等
薫
習
種
子
功
能
‘生
y果
有
’別
。

所

依
心
性

一
而
無
y
二
故
無
y失
也
。」
(
大
正
35

・
177

・
b
)

身
、
口
、

音
ご

如
、
あ
る
い
は
阿
頼
耶
識
に
依
止
す
べ
き
種
子
の
功
用
が
あ
っ
て
、
薫
習
す
る
た
め

に
果
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
所
依
の
心
性
は

一
に
し
て
、
而
も
無
二
な
た

め
、
生
じ
た
も
の
も
決
し
て
別
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
の

内
に
は
ま
だ

一
即
多
、
多
即

一
の
問
題
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

斯
く
し
て
我
々
が

一
異
の
問
題
を
容
易
に
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
我
々
は

一
異
を
固
定
概
念
で
以

っ
て
把
握
し

I
異
に
つ
い
て
ど
ち
ら
か
が
他
の
一
方
を
排
除

し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
も
の
の
真
実
の
相
を
把
握

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
結
局
自
己
の
規
定
性
に
よ
っ
て
も
の
を
計

っ
た
に
過

ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
の
の
真
実
の
相
は
、
こ
の
様
な
規
定
性
を
超
越
し
て
い
る

と
我
々
が
自
覚
し
た
時
、
実
は
自
己
の
規
定
性
を
問
う
こ
と
で
あ

っ
た
と
逆
に
知
ら

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
て
、
も
の
の
真
実
の
相
は
、

一
異
を
決
定
せ
ん
と
す
る
固
定
概
念
に
よ
っ
て

求
め
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
我
々
の
環
境
、
あ
る
い

は
自
己
自
身
に
於
い
て
、

一
切
諸
法
が
縁
起
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

し
な
い
た
め

『起
信
論
』
を
以
っ
て

「縁
起
甚
深
」
を
述
べ
る
と
い
う
の
で
心
妃
。

如
上
、
「縁
起
甚
深
」
に
於
け
る
縁
起
の
定
義
を

『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
み

て
き

た
訳
で
あ
る
が
、
就
中
、
こ
こ
で
い
う

「十
甚
深
」
と
は
、
所
謂

「縁
起
甚
深
」
の

内
に
他
の
九
甚
深
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
経
文
の

「心
性
」
以
下
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

法
蔵
は

「初

一
句
挙
‘法
案
定
。
次

一
句
正
顕
“
相
違
　0
後
五
句
釈
‘一成
違
相
ご

(大
正
35

　77一
・

a

)

と
述
べ
、
次
い
で
左
記
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「初
云
二心
性

丁
者
謂
心
之
性
故
。
是
如
来
蔵
平
等

一
味
故
云
L

也
。
又
心
即

性
故
。
冨
第
八
識
無
二二
類
‘故
云
」
也
。
云
何
能
生
種
種
果
報
者
顕
相
違
也

此
是
本
末
相
違
難
。」
(
大
正
35

・
m

・
a
)

こ
こ
で
い
う
心
性
と
は
、
「如
来
蔵
と
し
て
の
衆
生
心
」
の
意
に
解
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
心
は
、
世
間
法

・
出
世
開
法
を
摂
し
た

「
一
心
」
で
あ
る
。

性
と
は
本
性

(
本
質
)
の
意
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ

ず
、
心

・
衆
生

・
仏
に
差
別
の
無
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

斯
く
の
如
く
、
如
来
蔵
は
、
平
等

一
味
な
る
が
故
に

一
で
あ
る
。
ま
た
、
心
即
性

と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
阿
頼
耶
識
に
は
二
類

(本
覚
解
性
Λ
性
宗
V
と
無
覆
無
記
性

Λ
相
宗
V
)
が
無
い
た
め
に

I
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
の
存
在
は
種
々
の
果
報
を
生
じ
、
本
末
相
違
的

な
状
況

で
あ

る
。
即
ち
、
心
性
の

一
な
る
こ
と
と
種
々
の
果
報
を
生
じ
る
こ
と
と
は
全
く
相
い
反



能
無
’所
所
不
‘知
y能
故
心
不
‘知
・業
。」
(大
正
35
・
177
Xb
)ド

と
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

衆
生
の
行
為
が
心
中
の
種
子
に
黒
習
す
る
と
し
た
場
合
、
所
依
で
あ
る
心
も
無
け

れ
ば
能
依
の
業
も
無
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
心
に
よ
っ
て
業
が
あ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
業
は
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
も
い
え
、
従

っ
て
自
性
無
き
も
の
と
な
る
筈
で

あ
る
。
ま
た
、
逆
に
能
依
の
業
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
依
の
心
が
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
所
依
の
心
も
結
局
自
性
無
き
も
の
と
も
な
る
。

以
上
の
点
よ
り
、
心
も
業
も
互
に
他
に
対
し
て
は
主
体
性
を
持
た
ず
、
主
体
性
の

な
い
も
の
は
他
に
対
し
て
働
き
を
持
だ
な
い
こ
と
に
な
る
。
故
に

「業
不
・知
y
心
心

不
y知
y業
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
互
に
相
い
知
ら
な
い
も
の
が
如
何
に
し
て
薫
習
す
る
と
い
う
の
か
。

ま
た
、
も
し
こ
こ
に
黒
習
す
る
こ
と
が
な
く
し
て
、
ど
う
し
て
業
に
よ
っ
て
心
が
多

報
を
生
ず
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。

斯
か
る
点
に
関
し
て
、
法
蔵
は

『成
唯
識
論
』
の
本
識
の
因
相
に
約
し
て
説
い
て

い
る
。

即
ち
、
『成
唯
識
論
』
巻
二
の
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

「此
能
執
二持
諸
法
種
子
‘令
’不
‘失
故
。
名
二

切
種
　0
離
’
此
余
法
。
能
遍
執
二

持
諸
法
種
子
一。
不
可
得
故
、
此
即
顕
二
示
初
能
変
識
所
‘有
因
相
ご

(
大
正
31

・
7

・
c
?
8

・
a
)

『成
唯
識
論
』
で
は
、
現
行
の
第
八
識
は
諸
法
の
種
子
を
執
持
し
て
、
し
か
も
そ

の
主
体
性
を
失
な
わ
せ
な
い
た
め
、
そ
こ
か
ら
諸
法
が
現
行
す

る

と
説
『く
の
で
あ

一
三
五

る
。
即
ち
、
我
々
が
多
く
の
煩
悩
の
中
に
あ

っ
て

「有
」
と
し
て
い
た
も
の
は

「仮

有
」
で
あ
り
、
「体
」
は
あ

っ
て
も

「実
相
」
そ
の
も
の
で
は
な

い

か
ら
で
あ
る
。

故
に
、
我
々
は
縁
に
随

っ
て
現
実
の
相
を
あ
り
の
ま
ま
観
ず
る
こ
と
が
で
き
、
菩
薩

の
修
行
す
る
種
々
な
る
善
法
も
、
本
末
無
自
性
空
な
る
真
如
か
ら
因
縁
に
随
順
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
顕
現
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
古
来
よ
り
、
水
月

・
鏡
像

・
夢
境
等
の
聾
喩
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ

て
い
る
が
如
く
、
如
何
な
る
も
の
の
真
相
も
空
観
の
智
慧
に
よ
っ
て
知

る

の
で
あ

り
、
固
定
概
念
に
よ
っ
て
の
一
異
の
決
定
で
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

四
え
ば
、
鏡
は
明
浄
で
あ
れ
ば
種
々
の
像
を
映
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

も
し
鏡
が
汚
さ
れ
て
い
れ
ば
像
を
映
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
如
く
、
理
な
る
心
性

は
能
く
雑
多
を
生
じ
得
る
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
生
と
は
不
生
の
生
と
い
う
意
で
あ

っ
て
、
示
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。も
ち
ろ
ん
、
鏡
が
万
象
を
映
す
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
鏡
の
中
に
実
物
が
生
ず
る
こ
と
で
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
も
う
少
し
、
こ
の

「縁
起
甚
深
」
の
内
に
含
ま
れ
た
問
い
の
真
相
を
知
る

た
め
に
、
以
下
経
文
の
五
対
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

㈲

　

心
と
業
に
関
し
て

法
蔵
は

「初

一
約
二能
依
所
依
不
相
知
‘故
不
‘成
’魚
。」
(大
正
35

・
177
・
b
)

と
、
能
依
と
所
依
と
は
相
い
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
心
と
業
と
の
間
に
も
黒
習
の
関
係

が
成
立
し
な
い
こ
と
を
述
べ
、
更
に

「此
中
業
是
能
依
心
是
所
依
。
’離
’所
無
・能
能
不
’知
’所
故
業
不
’知
’
心
。
離
’

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究



二
三
(

な
り
、
能
受
の
種
子
識
と
所
受
の
報
相
と
し
て
の
異
熟
識
と
の
間
に
も

「受
不
に知
‘

報
報
不
y知
’受
」
と
い
う
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　　　　　　

≒

従

っ
て
、
法
蔵
は
こ
こ
で
も
先
の
因
相
と
同
様
に

『成
唯
識
識
』
の
果
相
に
約
し

て
説
い
て
い
る
。

即
ち

『成
唯
識
論
』
巻
二
の
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

「此
是
能
引
二
諸
界
趣
生
　0
善
不
善
業
1
　熟
果
故
。

説
名
こ異
熟
　0
離
y此
命
根
衆

同
分
等
。
恒
時
相
続
勝
異
熟
果
不
・可
y得
故
。
此
即
顕
二示
初
能
変
識
所
’有
果

相
　0
此
識
果
相
雖
二多
位
多
種
・異
熟
寛

(
実
)
不
共
。
故
偏
説
‘
之
。」

(
大
正

31

・
7

・
C
)

『成
唯
識
論
』
で
は
、
第
八
識
は
善
不
善
の
業
因
に
よ
っ
七
感
得
さ
れ
た
無
記
の

(
22

)

果
体
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
異
熟
識
と
も
い
っ
て
い
る
。
故
に
果
相
と
は
、二
」
の
識

が
そ
れ
の
生
因
に
よ
っ
て
現
起
し
た
結
果
と
し
て
の
第
八
識
を
指
す
の
で
あ
る
。
即

ち
、
法
蔵
の
い
う

「能
受
の
報
心
」
と
は
、
種
子
識
と
し
て
の
阿
頼
耶
識
を
指
し
、

ま
た
、
「所
受
の
報
相
」
と
は
、
真
異
熟
果
報
識
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

因
は
必
ず
因
の
み
で
は
存
立
で
き
ず
、
果
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
身
は
成
就
す

る
。
同
様
に
果
も
果
の
み
で
は
存
立
で
き
ず
、
必
ず
因
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
自
身

を
成
就
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
様
な
意
味
か
ら
、
果

・
因
と
も
に
自
ず
か
ら
存
立

で
き
ず
、
相
い
知
る
こ
と
が
な
い
。
故
に

「受
不
y知
・報
報
不
・知
y受
」
と
い
う
の

で
あ
る
。

㈲

　

心
と
受
と
に
関
し
て

法
蔵
は
、
新
旭
の
相
い
知
ら
ざ
る
こ
と
に
約
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

る
。こ

の
様
な
本
識
は
、
種
子
を
執
持
し
て
諸
法
生
起
の
原
因
の
義
を
具
足
し
て
い
る

た
め
、
因
相
と
し
て
の
一
切
種
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
付
け
加

え

る
な

ら

ば
、
阿
頼
耶
識
の
世
界
の
本
性
は
変
化
し
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ

り
、
而

も

そ

の

変
化
が
万
象
の
創
造
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
全
べ
て
縁
起

の
根
源
的
道
理
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
故
に
心
と
業
に
関
し
て

も
、
迷
情
の
知
に
約
し
て
説
く
の
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
無
性
、
無
力
に
約
し
て

説
い
て
い
る
か
ら

「相
い
知
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
こ
と
に
な

る

の
で
あ

る
。

‘

　

向

　

受
と
報
に
関
し
て

　　　　　　　　　　　　　　

’。

そ
れ
で
は
、
心
と
業
と
が
互
に
異
な
っ
た
二
つ
の
主
体
と
考
え
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
働
き
を
心
の
中
の
働
き
と
し
て
考
え
た
な
ら
ば
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

法
蔵
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「第
二
約
二果
相
　0
謂
因
果
不
二
相
知
　0
果
謂
異
熟
。
果
報
具
有
二
二
義
　
0

　

一
能
受

報
心
。
是
本
識
種
子
識
。

二
所
受
報
相
。

是
果
報
識
。

吋
r
一種
是
果
因
不
二
自

固
‘故
。
受
不
y知
・報
。
以
’‘一報
是
因
果
不
二自
果
‘故
。

報
不
y知
‘受
。

既
不
二

相
知
‘因
果
斯
荻
。
心
生
二種
種
　0其
義
安
在
。」
(大
正
35

・
177

・
b
)

心

(
阿
頼
耶
識
)
は
、

一
切
法
で
あ
る
べ
き
因
と
し
て
の
種
子
識
で
あ
り
、
同
時

に
行
為
の
果
と
し
て
の
異
熟
識
で
も
あ
る
。
所
謂
、
心
と
果
報
と
は
、
阿
頼
耶
識
中

の
種
子
と
異
熟
と
の
関
係
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

斯
か
る
点
よ
り
す
れ
ば
、
因
と
果
と
の
関
係
が
先
の
心
と
業
と
の
関
係
と
同
様
に



知
y受
受
不
’知
’
心
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

仙
一

　

因
と
縁
と
に
関
し
て

法
蔵
は
、
親
と
疎
と
が
相
い
知
ら
ざ
る
に
約
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「第
四
約
二新
疎
不
相
知
　0
謂
種
子
為
’
因
。

所
依
本
識
為
’縁
。

以
二
相
待
無
性
‘

謂
不
y自
不
’他
不
y共
等
故
。
親
疎
相
轟
。
故
不
二相
知
ご

(大
正
35

・
177
・

b

)

今
、
『南
紀
録
』
巻
四
之
二

『改
訂
日
蔵
、』
三
巻
、

一
五
〇

・
下
)
を
参
照
し
て

み
れ
ば
、
種
子
と
は
、
親
し
く
自
果
を
弁
ず
る
功
能
で
あ
り
、
こ
れ
を
名
言
種
子
と

い
う
。
ま
た
。
所
依
本
識
と
は
、
総
報
の
果
体
で
あ
り
、
業
種
子
の
所
感
を
い
う
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
蔵
は
種
子
を
因
と
し
、
所
依
の
本
識
を
縁
と
し
、
因
と
縁
と

が
離
れ
相
待
す
る
こ
と
を
縁
起
の
四
句
に
よ
り
述
べ
、
そ
れ
が
各
々
無
性
な
る
を
以

っ
て

「因
不
・知
y縁
縁
不
y知
’因
」
・な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

㈲

　

智
と
法
と
に
関
し
て

法
蔵
は
、
境
と
智
と
が
相
い
知
ら
ざ
る
に
約
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
　

0

「第
五
約
二境
智
不
相
知
　0
智
謂
能
知
即
諸
識
見
分
。
法
謂
所
知
即
諸
識
相
分
。

倶
依
二

心
‘各
無
二自
体
ご

(大
正
35

・
177
・
b
)

初
め
に
、
智
は
能
知
に
し
て
諸
識
の
‘見
分
と
な
り
、
法
は
所
知
に
し
て
諸
識
の
相

分
と
な
り
、
こ
の
相
分
見
分
の
二
分
と
も
に
一
心
に
よ
り
各
々
自
体
の
無
い
こ
と
を

述
べ
こ
い
鰯

即
ち
心
と
境
と
が
既
亡
す
る
を
以
っ
て
能
知
所
知
と
も
に
寂
滅
し
て

相
い
知
ら
な
い
故

「智
不
’知
’法
法
不
’知
y智
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

~
以
上
、
『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
長
行
の
問
い
の
五
対
を
検
討
す
る
う

ち
に
も
、
法

一
三
七

「第
三
約
二新
思
不
相
知
　0
謂
於
二
此
報
上
‘受
謂
採
納
則
諸
転
識
。

以
為
二能
薫
‘

不
’同
二受
報
　0
心
謂
集
起
則
第
八
識
。
以
為
二所
思
　0
互
無
二
自
性
　0

各
不
二
相

知
ご

(大
正
35

・
177
・
b
)

受
と
は
、
報
上
に
於
い
て
現
行
の
諸
法
を
採
用
し
て
、
而
も
納
受
す
る
こ
と
を
い

う
。
そ
し
て
、
必
ず
現
行
思
種
子
の
義
を
有
し
、
諸
々
の
転
識
を
以
っ
て
能
思
と
な

る
た
め
に
所
思
と
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
受
報
と
同
じ
で
は
な
い
こ

と
に
な
る
。

受
の
採
納
に
対
し
て
、
心
と
は
諸
々
の
種
子
に
よ
っ
て
集
起
現
起
さ
れ
た
第
八
識

を
以
っ
て
す
る
た
め
所
思
と
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
こ
れ
も

『成
唯
識
論
』
巻
第
二
の
文
に
よ
っ
て
説
い
て
い
る
。

「有
義
種
子
皆
思
故
生
。
所
薫
能
思
倶
無
始
有
。
故
諸
種
子
無
始
成
就
。
種
子
既

是
習
気
異
名
。
習
気
必
由
二黒
習
‘而
有
。
如
二麻
香
気
花
沢
故
生
ご
(大
正
31

・

8

・
b

)

『成
唯
識
論
』
で
は
、
種
子
の
起
因
に
三
説
あ
り
と
し
て
い
る
。

法
蔵
は
、
今
そ
の
中
で
、
難
陀
の
唯
新
黒
説
を
採
用
し
て
述
べ
て
い
る
。
所
謂
、

難
陀
の
説
に
よ
れ
ば
、
種
子
が
第
八
識
に
摂
在
す
る
の
は
種
子
自
体
が
唯
後
天
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
有
漏
、
無
漏
の
何
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
皆
現
行
の
思
習

に
よ
っ
て
新
た
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。’
従

っ
て
、
所
魚

・
能
魚
と
も
に

無
始
よ
り
具
足
し
て
い
れ
ば
、
諸
々
の
種
子
は
無
始
よ
り
成
就
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
種
子
と
は
習
気
の
異
名
で
あ
り
、
必
ず
思
習
に
よ
っ
て
生
起
す
る
も
の

の
筈
で
あ
る
。
故
に
所
思
、
能
思
と
も
に
各
々
互
に
自
性
が
無
い
た

め
に

「心
不
‘

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
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蔵
の

『成
唯
識
論
』
等
の
縁
起
説
等
を
巧
み
に
受
容
し
な
が
ら
、
法
界
縁
起
を
論
証

し
て
い
る
態
度
の

一
端
が
伺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
縁
起
に
於

け
る

「如
何
に
し
て

I
な
る
心
が
多
な
る
果
報
を
生
ず
る
の
か
」
と
い
う
根
本
問
題

こ
一八

そ
の
法
説
を
述
べ
、
以
下
続
い
て
四
讐
喩
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、

「讐
如
7
駿
水
流

　

流
流
無
二絶
已
ご

二
倶
不
申
相
知
上

　

諸
法
亦
如
y是
」
(
大
正
9

・
427

・
a
)

は
ま
だ
明
確
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
謂
、
前
述
し
た
如
く
、
縁
起
甚
深
は

　　

が
、
今
考
究
せ
ん
と
す
る

「流
水
の
1　
喩
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

法
蔵
に
よ
れ
ば
、
覚
首
の
答
意
は

「明
二蔵
識
縁
起
こ

(大
正
35

・
177
・
c
)
も

の
で
あ
る
。

元
よ
り
、
こ
の
蔵
識
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
が
後
に

「
一
是
不
起
義
以
二無
自
性
‘故
。
二
是
有
起
義
有
‘一此
無
性
縁
起
‘故
。此
二
不
二
。

是

一
無
磯
甚
深
縁
起
。」
(
大
正
35

・
177

・
c
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
「不
起
義
」
・
「有
起
義
」
と
の
二
義
を
具
足
し
た
如
来
蔵

一
心
の
義
を
有
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
故
に
こ
の
場
合
、
蔵
識
を
単
に
阿
頼
耶
識

と
み
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
法
蔵
の
考
え
方
は
、
「駿
流
の
喩
」
を
解
釈
す
る

に
当

っ
て
も
、

一
応

『成
唯
識
論
』
を
引
用
し
て
概
説
し
、
次
に

「如
来
蔵
」
そ
の
も
の
を
顕
わ
す
こ
と

に
よ
っ
て
詳
説
す
る
と
い
う
方
法
を
採

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
法
蔵
は
先
ず

『成
唯
識
論
』
巻
第
二
の

「初
阿
頼
耶
識

　

異
熟

一
切
種

　

不
可
知
執
受

　

處
了
常
呉
二
触

。

。作
意
受
想
思
‘
相
応
唯
捨
受

　

是
無
覆
無
記

　

触
等
亦
如
y是

恒
転
如
二暴
流
一

　

阿
羅
漢
位
捨
」
(
大
正
31

’
7

・
c
)

の
頌
渇
を
取
意
し
、
「阿
頼
耶
識
は
恒
に
転
ず
る
こ
と
深
流
の
如
く
」
で
あ

る

と
概

説
し
て
い
る
。

他
の
九
問
を
総
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

斯
く
し
て
、
最
初
の
問
題
は
未
解
決
な
ま
ま
に
残
り
、
後
に
尾
を
引
い
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
経
典
に
そ
っ
て
覚
首
の
答
え
の
頌
偶
を
若
干

み
て
み
た
い
と
思
う
。

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
覚
首
は
、
四
讐
喩

(駿
流

・
燈
炎

・
風

・
地
)
等
の
十

一

頌
を
以
っ
て
、
諸
法
の
本
質
を
因
の
立
場
に
よ
り
、
問
題
解
決
せ
ん
と
し
て
い
る
。

こ
の
1　
喩
で
以
っ
て
答
え
ん
と
し
て
い
る
経
典
の
意
図
は
、
単
な
る
分
別
的
論
理
で

は
答
え
ら
れ
な
い
、
い
わ
ば
論
理
以
上
の
も
の
を
象
徴
と
し
て
開
顕
せ
ん
と
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
は
特
に

「駿
流
」
の
喩
を
代
表
せ
し
め
て
考
察
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

先
ず
覚
首
は

「為
・化
二
衆
生
’故

　

乃
能
間
‘一斯
義
‘

諸
法
如
実
性

　　

我
説
仁
諦
聴
」
(
大
正
9

・
427

・
a
)

と
、
先
の
問
い
を
讃
嘆
し
て
聴
聞
す
る
こ
と
を
勧
め
、
次
い
で

「諸
法
不
二自
在
’

　

求
・実
不
y
可
y得

是
故

一
切
法

　　

二
倶
不
二
相
知
・」
(
大
正
9

・
427

・
a
)

と
、
諸
法
は
自
在
な
ら
ず
し
て
、
そ
の
実
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、



の
自
性
清
浄
が
無
明
の
た
め
に
染
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
染
心
が
あ
る
こ
と
を

喩
え
て
い
る
。

③
、
冷
く
な
っ
て
氷
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
如
来
蔵
が
還

っ
て
妄
識
と
倶
に
本

識
の
縁
起
を
成
ず
る
こ
と
に
喩
え
て
い
る

。そ
し
て
、
『
入
楊
伽
経
』
巻
第
七
の

「阿
梨
耶
識
者
。
名
二
如
来
蔵
　0
而
与
二
無
明
七
識
　0
共
倶
。」
(
大
正
16

・
556

・
b

~

c
)

の
文
を
引
用
し
、
如
来
蔵
を
阿
頼
耶
識
と
名
づ
け
て
、
而
も
無
明
住
地
に
よ
っ
て
生

じ
た
七
識
と
倶
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
番
目
と
し
て
、
本
識
の
自
相
の
義
に
喩
え
て
、
相
由
の
た
め
に
水
は
流
れ
る

と
し
て
、
生
滅
縁
起
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

水
は
、
後
の
水
が
推
し
、
前
の
水
が
引
く
た
め
に
流
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
科
学

的

・
物
理
的
に
み
て
も
納
得
で
き
る
。
所
謂
、
各
々
に
有
力
と
無
力
と
が
あ
る
が
。

(
32
)

互
に
そ
の
相
を
知
ら
ず
し
て
流
注
す
る
こ
と
を
得
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
『肇
論
物
不
遷
論
』
第

一
の

「江
河
競
注
而
不
’流
。」
(
大
正
45

・
151

・
b
)

の
文
を
引
用
し
、
ま
た
、
『拐
伽
阿
蹊
多
羅
宝
経
』
巻
第

一
の

「諸
識
有
二
二
種
生
　0
謂
流
注
生
及
相
生
。
有
二
二
種
住
「
謂
流
注
住
及
相
住
。

有
二
二
種
滅
‘。
謂
流
注
滅
及
相
滅
。」
(大
正
16

・
489

・
a
)

の
文
に
よ
り
、
特
に

「流
注
」
の
生

・
誠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
、
更
に

『成
唯
識
論
』
巻
第
三

(大
正
31

・
12

・
c
~
13

・
a
)
の
長
文
を
巧

み

に
引

用

し
、
後
水
が
前
水
に
続
く
た
め
に
断
ぜ
ず
、
前
水
は
後
水
を
引
く
た
め
に
常
恒
と
な

一
三
九

『成
唯
識
論
』
で
は
、
湯
水
の
流
れ
に
関
し
て
、
も
し

一
浪
の
生
縁
現
前
す
る
こ

と
が
あ
れ
ば

一
浪
転
起
し
、
ま
た
、
多
浪
の
生
縁
現
前
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
多
浪
転

起
す
る
と
説
く
。
而
も
こ
の
深
水
は
、
恒
に
流
れ
て
断
え
る
こ
と
が
な
い
。
所
謂
、

湯
水
に
比
況
さ
れ
る
べ
き
阿
頼
耶
識
を
依
止
と
し
て
、

一
つ
の
眼
識
の
生
縁
現
前
す

る
な
ら
ば

一
つ
の
眼
識
転
起
し
、
乃
至
五
識
身
の
生
縁
現
前
す
る
な
ら
ば
五
識
が
転

起
す
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。

法
蔵
は
斯
く
の
如
く
し
て

「駿
流
の
瞥
喩
」
を
解
釈
し
、
更
に
同
じ
く

『成
唯
識

論
』
巻
第
三
の

「恒
言
遮
y断
。

転
表
y非
y常
。

猶
如
二源
流
‘因
果
法
爾
。」

(
大
正
31

・
12

・

c

)

の
文
を
指
し
て
、
「無
二
絶
已
こ

を
常
恒
の
義
と
し
、
「流
流
」
を
転
起
の
義
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
更
に
水
の
流
れ
る
の
に
四
義
あ
り
と
し
て
そ
の
理
由
を
詳
説
し
て

い
る
。

第

一
番
目
に
、
能
流
の
水
あ
り
と
し
て
、
真
妄
和
合

に

つ
い
て
三
義
述
べ
て
い

ろ
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
、

『唯
識
三
十
論
頌
』
の
第
二
十
五
頌
に

「此
諸
法
勝
義

　

亦
即
是
真
如

常
如
其
性
故

　

即
唯
識
実
性
」
(
大
正
31

・
61

・
a
)

(
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)

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
水
体
の
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
本
識
に
喩
え
、
そ
れ
が
如

来
蔵
の
本
性
清
浄
な
る
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

②
、
土
が
雑
ざ
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
が
濁

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
、
如
来
蔵

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究



一
四
〇

(
大
正
16
、
484
、
b
)

の
頌
渇
と
、
『成
唯
識
論
』
巻
第
三
の

「又
如
y
深
流
雖
・‘・風
等
撃
起
二
諸
波
浪
　0而
流
不
上
’
断
。
此
識
亦
爾
。
雖
7
遇
“
衆
縁
一

起
申
眼
識
等
上
。
而
恒
相
続
。
」
(
大
正
31

・
12

・
c
)

の
文
と
に
よ
り
、

う
ま
く
併
せ
説
い
て
い
る
。

所
謂
、

①
、

風
が
吹
く
た
め
に
流

れ
、
②
、
波
浪
に
よ
っ
て
流
れ
る
。
即
ち
、
①
と
②
を
合

し

て
水
が
流
れ
る
た
め

「流
流
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
種
子
の
流
れ
と
所
依
の
識
の
流
れ
と
は
等

し
く
し
て
而
も
相
い
知
ら
な
い
が
故
に

「流
流
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
法
蔵
は

「業

不
’知
‘
心
」
等
も
結
局
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
四
番
目
と
し
て
、
水
は
土
地
の
高
低
が
あ
る
か
ら
流
れ
る
と
し
、
本
識
の
果
相

の
義
に
喩
え
て
説
い
て
い
る
、
種
々
の
受
生
の
地
の
報
に
よ
り
流
れ
、・
心
と
報
と
を

二
と
し
て
無
性
と
な
る
た
め
に
互
に
相
い
知
ら
な
い
の
で
あ
り
、

「報
不
’
知
’受
」

等
も
結
局
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
何
か
物
を
帯
し
て
流
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
し
て
、
『成
唯
識
論
』
’巻
第
三
の

「又
如
7
爆
流
漂
二水
下
上
魚
草
等
物
べ
随
・流
不
古
捨
、
此
識
亦
爾
。

典
二内
習
気
。

外
触
等
法
‘恒
相
隨
転
。」
(大
正
31

・
12

・
c
)

の
文
を
引
用
し
て
説
い
て
い
る
。

以
上
、
粗
雑
で
は
あ
る
が

「駿
流
の
聾
喩
」
を

『探
玄
記
』
に
随

っ
て
み
て
き
た

訳
で
あ
る
が
、
法
蔵
に
よ
れ
ば
、
『経
』
の

「四
讐
喩
」
と
は

　

卜

　　　　　

L

「
喩
中
有
二
四
喩
　0
此
蔵
識
四
義
。

一
相
続
因
果
依
他
義
。
二
互
為
因
果
生
識
義
。

三
受
黒
義
。
四
相
依
持
義
。」
(大
正
35

・
178

・
a
)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
大
乗
の
縁
起
の
正
理
を
信
ず
べ
き
こ

と
を

(
因
と
果
と
を
駿
流
に
喩
え
て
)
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

更
に
法
蔵
は

『拐
伽
阿
跳
多
羅
宝
経
』
巻
第
四
の

「刹
那
息
煩
乱

(初
)

物
生
則
有
’滅

(大
正
16

・
512

・
c
)

の
頌
偶
に
よ
り
、
『成
唯
識
論
』
で
は
生
と
滅
と
は
念
を
隔
て
て
い
る
が
、
『楊
伽
経
』

で
は
生
と
滅
と
は
同
念
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
不
生

・
不
滅
の
生
滅
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
最
後
に

『華
厳
経
』
で
説
く

「流
水
の
喩
」
に
帰
結
し
て
、

前
念
滅
流
流
至
二於
生
　0
後
念
生
流
流
至
二於
滅
‘生
滅
二
流
故
。
二流
流
　0
未
y得
二

治
道
‘已
前
無
二暫
停
止
’故
云
’無
二
絶
已
ぺ
二
流
各
無
‘等
不
二
相
知
‘也
。」
(大
正

35

・
179

・
c
)

と
解
釈
し
て
い
る
。

第
三
番
目
と
し
て
、
水
は
風
に
よ
っ
て
流
れ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ

に
二
義
あ

る
。①

、
風
に
よ
っ
て
流
れ
る
こ
と
を
因
相
の
義
に
喩
え
、
惑
と
業
と
の
風
に
よ
り
種

子
を
薫
習
し
て
流
れ
る
と
説
く
。
f

②
に
、
風
に
よ
っ
て
浪
を
起
こ
す
こ
と

に

つ
い
て
、
『拐
伽
阿
践
多
羅
宝
経
』
巻

第

一
の

「蔵
識
海
常
住

　

境
界
所
‘勁

種
種
諸
識
浪

　

騰
躍
而
転
生
。
」

寂
静
離
二
所
作
一

　　

一
切
法
不
生

　

我
説
二刹
那
義
‘

不
7
為
二
愚
者
‘説
上

　

無
間
相
続
性

　

妄
想
之
所
’薫
」



(
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と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
正
し
く
蔵
識
の
四
義
を
明
か
す
も
の
で
あ

っ
た
。

改
め
て
思
う
に

「駿
流
の
啓
喩
」
等
の
十
頌
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
矛
盾
的

・
相
即

的
な
る
事
柄
は
、
直
ち
に
縁
起
的

・
論
理
的
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

世
界
成
立
の
根
源
的
真
理
が
縁
起
的
と
い
う
こ
と
は
、
矛
盾
的

・
相
即
的
に
し
て
、

而
も

一
即

一
切
、

一
切
即

一
の
理
と
し
て
ど
こ
ま
で
も
縁
起
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
の
世
界
そ
の
も
の
が
そ
う
で
あ

っ
て
、

決
し
て
人
為
的
作
為
的
に
、
あ
る
い
は
推
論
的
に
言

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
成

立
の
自
ず
か
ら
の
真
理
、即
ち
真
実
の
論
理
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
更
に
そ
の
こ
と
は
一
切
諸
法
は
実
体
的
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
縁
起
的
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
縁
起
的
で
あ
る
こ
と
は
全

て

の
存
在
が
相
対
で
あ

っ

て
、決
し
て
そ
れ
の
み
で
自
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
は

「全
て
の
も
の
に
は
実
体
が
あ
る
」
と
思
考
し
て
い
る
自
己
の
虚
妄
分
別
の

否
定
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
こ
に
仏
教
の
根
本
的
立
場
が
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
様
な
意
味
か
ら
、
相
対
的
現
実
界
に
存
在
す
る
我
々
に
は
、
縁
起
の
甚
深
な

る
作
用
に
よ
り
、
種
々
の
種
子
が
本
識
に
実
習
す
る
た
め
に
種
々
の
果
報
が
生
起
し

て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
心
性
は

一
で
あ
る
と
し
て
も
、
種
々
の
果
報

を
生
じ
る
こ
と
が
度
々
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「駿
流
の
曹
喩
」
に
し
て
も
、
事
象
の
一
つ
一
つ
が
我
々
の
経
験
か
ら
、
、
あ
る

い
は
知
識
か
ら
も
至
極
も
っ
と
も
と
頷
く
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ざ
唯

識
の
教
理
に
当
て
は
め
て
響
喩
を
み
る
と
複
雑
に
な
り
。
全
く
当
惑
せ
ざ
る
に
は
お

華
政
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

　

’

れ
な
い
。
た
だ
理
論
と
し
て
の
教
説
は
、
直
ち
に
実
践
と
し
て
の
観
門
を
意
味
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
も
、
万
物
事
象

(自

然
)
の
一
道
理
を
し
て
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け
深
遠
な
る
教
理
に
当
て
は
め
た
も
の
で

あ
る
と
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

法
蔵
の

「縁
起
甚
深
」
に
対
る
解
釈
の
み
で
も
膨
大
な
量
に
な
り
、’
今
は

一
応

「甚
深
な
る
縁
起
の
正
理
を
解
明
せ
ん
と
す
る
た
め
に
提
起
さ
れ
た
問
答
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
押
え
て
更
に
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二

　

教
化
甚
深

「仏
子
。

一
切
衆
生
非
二衆
生
　0
如
来
云
何
隨
二
衆
生
時
　0
隨
y命
。
・
隨
‘
身
。
隨
y

行
、
隨
二欲
楽
べ
隨
‘願
。
隨
’意
。
隨
二方
便
　0
隨
二思
惟
　0
隨
二
壽
11　畿
・
隨
二衆

生
見
　0
而
教
二
化
之
ご

(
大
正
9

・
427

・
b
)’

文
殊
が
財
首
に
問
う
て
い
る
。

　　　　　　　　　　

‘

衆
生
は
縁
起
の
理
に
よ
っ
て
無
性
、
無
我
で
あ
る
の
に
、‘
何
故
如
来
は
そ
の
無
性

無
我
の
衆
生
の
た
め
に
4　　四
　　
に
よ
っ
て
教
化
せ
ん
と
す
る
の
か
と
い
う
疑
難
を
発
し

て

い
る
。

法
蔵
も

「如
来
既
十
隨
教
化
。
云
何
復
碑
‘・衆
生
則
非
二衆
生
ご

(大
正
35
・
179
・
C
)

と
、
こ
の
問
答
の
一
致
し
な
い
意
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
の
縁
起
に
関
連
し
て
出
て
き
た
問
い
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
我
々
の

存
在
の
全
て
が
縁
起
に
随
順
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
主
体
性
の
無
い
無
自
性

一
四

一
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な
る
も
と
な
る
筈
で
あ
る
。
即
ち
、
無
自
性
な
る

一
切
衆
生
は
、
い
わ
ば
衆
生
で
な

い
衆
生
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

斯
く
の
如
く
衆
生
に
対
し
て
、
如
来
の
教
化
は
如
何
に
し
て
可
能
と
な
る
の
か
。

つ
ま
り
、
教
化
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
る
に
は
、
教
化
す
る
如
来
と
そ
れ
を
受
け
取

る
べ
き
衆
生
と
の
両
存
在
が
認
め
ら
れ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然

し
て
、
縁
起
の
理
よ
り
す
れ
ば
、
衆
生
の
存
在
を
認
め
ず
し
て
、
而
も
如
来
の
教
化

は
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
我
々
は
大
き
な
矛
盾
に
衝
突
す
る
。
た
だ
そ
の
矛
盾
も
、
縁

起
に
於
け
る

一
異
の
意
が
明
確
と
な
れ
ば
自
ず
と
解
消
さ
れ
よ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、

こ
の
問
い
は
本
来
無
自
性
で
あ
る
衆
生
に
対
し
て
、
如
来
の
教
化
が
如
何
に
し
て
可

能
と
な
る
の
か
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
に
尾
を
引
く
重
大
な
問
題
を
内
含
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

文
殊
の
斯
く
の
如
べ
の
問
い
に
対
し
て
、
財
首
は
十
頌
偶
を
以

っ
て
答

え
て
い

る
。
例
え
ば
、

「智
者
能
観
二察

　

一
切
有
無
常

諸
法
空
無
我
’
則
聾
二
切
相
こ
(大
正
9
・
427
・
b
)

と
頌
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
蔵
に
よ
れ
ば

「以
二智
者
能
観
察
一
故
則
仏
菩
薩
法
如
智
也
。
所
四
以
得
‘
知
・‘一身
命
更
互
為
二因

縁
‘者
。
以
こ分
別
依
他
無
常
法
更
互
為
y
因
故
有
二
身
命
ぺ
以
二
常
住
法
不
’
成
‘

因
故
既
云
二
無
常
‘。
即
y有
非
y有
各
無
“自
性
‘故
云
“空
無
我
　0
及
離
二増
益
損

減
等

一
切
相
ご

(大
正
35

・
180

・
b
)

一
四
二

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

「
一
初
生
滅
法

　

皆
悉
従
‘縁
起

念
念
速
帰
y滅

　

始
終
無
二
異
相
こ

(
大
正
9

・
427

・
b
)

の
掲
頌
に
関
し
て
も

「以
二従
’縁
起
’故
非
’無
。
速
滅
不
’住
故
非
y有
。

此
二
不
二
是
衆
生
故
云
二無

異
相
　0
是
故
得
二
教
化
ご

(
大
正
35

・
180

・
c
)

と
、
化
用
の
成
立
す
る
こ
と
を
明
か
す
と
解
釈
し
て
い
る
。

無
明
を
離
れ
た
如
来
の
智
慧
で
現
実
の
衆
生
を
み
た
時
、
衆
生
は
無
我
と
な
る
。

し
か
し
、
衆
生
そ
れ
自
体
は
依
然
と
し
て
無
明
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

斯
く
の
如
く
の
衆
生
は
、
縁
起
の
理
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
無
と
い
は

え
ず
、
ま
た
、
速
や
か
に
滅
し
て
住
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
有
と
も
い
え

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
更
に
こ
れ
ら
は
、
共
に
不
二
と
な
る
た
め
無
異
相
と

な
る
。
故
に
衆
生
に
非
ざ
る
衆
生
を
、
如
来
の
智
慧
に
随

っ
て
救
わ
ん
と
し
て
教
化

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

三

　

業
果
甚
深

「仏
子
。
一
切
衆
生
四
大
。
悉
非
‘我
非
二我
所
ご
ぶ
何
衆
生
。
或
受
’苦
受
y楽
。

或
作
’悪
作
‘善
。
或
内
端
正
或
外
端
正
。
或
受
‘一少
報
一或
受
二多
報
　0
或
有
二
現

報
’或
有
二後
報
　0
然
諸
法
性
無
・善
無
・悪
。」
(大
正
9

・
427
e
a
　
C

)

と
、
文
殊
が
宝
首
に
問
う
て
い
る
。

一
切
衆
生
の
身
は
、
四
大
の
仮
和
合
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
実
体
と
し
て



の
我
も
我
の
も
の
と
し
て
い
る
も
の
も
悉
く
あ
り
得
な
い
訳
で
あ
る
。

然
る
に
そ
の
衆
生
が
如
何
に
し
て
種
々
の
苦
楽
等
を
受
け
た
り
善
悪
等
を
な
す
の

か
。
ま
た
、
諸
法
の
性
に
善
も
悪
も
な
い
の
に
何
故
業
報
に
差
異
が
生
ず
る
の
か
、

と
五
対
十
句
を
以

っ
て
問
う
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

法
蔵
は
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
先
ず

「第
三
業
果
甚
深
内
先
難
後
明
。
難
中
二
。
先
挙
’法
正
難
。
後
然
法
性
下
遮
’救

薫
難
。」
(大
正
35

・
180

・
C
)

と
、
問
題
が
二
段
に
分
か
れ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
次
い
で
次
の
如
く

述
べ
て
い
る
。

「此
中
難
意
。
若
四
大
中
無
y我
者
誰
作
二善
悪
‘。
誰
能
受
・報
。
此
中
執
’有
二作

用
‘応
‘有
こ
作
者
’。
是
以
・用
徴
’体
難
。」
(
大
正
35

・
180

・
C
)

こ
の
難
の
意
は
、
も
し
四
大
の
中
に
我
と
い
う
主
体
が
無
い
と
す
れ
ば
、

一
体
誰

が
善
悪
の
行
為
を
な
す
の
か
。
ま
た
、
誰
が
そ
の
報
い
を
受
け
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

も
し
、

そ
う
し
た
作
用
が
あ
る
な
ら
ば
、

必
ず
行
為
を
な
す
者
が
あ
る

筈
で
あ
る
。
な
の
に
何
故
無
性
で
あ
る
と
い
う
の
か
。
無
性
で
あ
る
の
に
作
用
が
あ

る
の
は
不
合
理
な
こ
と
で
あ
る
と
難
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
い
て
も
前
の

「縁
起
甚
深
」
を
受
け
、
前
者
を
「二
事
相
違
の
難
」
と
す

れ
ば
、
こ
こ
で
は

「事
理
相
違
の
難
」
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、
前
の

「教

化
甚
深
」
が
衆
生
と
如
来
と
の
関
わ
り
に
於
い
て
、
縁
起
に
ま
つ
わ
る
問
題
が
改
め

て
問
い
か
け
ら
れ
た
の
に
対
し
、
こ
の

「業
果
甚
深
」
で
は
如
来
と
の
関
わ
り
を
切

り
離
し
て
、
衆
生
そ
の
も
の
の
内
部
に
於
い
て
の
新
し
い
問
い
か
け
で
あ
る
。
し
か

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

し
、
こ
の
問
い
も
、
所
謂

「縁
起
甚
深
」
か
ら
必
然
的
に
派
生
さ
れ
た
問
い
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
法
蔵
は
更
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「設
小
乗
救
言
。

雖
y
無
二
我
人
作
者
‘然
有
二
善
悪
因
果
法
‘故
得
y如
y
此
也
。

猶

是
法
執
。
故
重
難
云
。
然
於
二法
性
‘無
y善
無
’悪
。
此
顕
二法
空
ご

空
無
乱
辰
匈

若
無
二作
者
‘更
因
こ何
法
‘而
有
二業
果
　0
故
知
有
‘我
。
我
既
実

有
無
我
之
理
安
在
。」
(大
正
35

・
180

・
C
)

小
乗
の
如
く
、
た
と
え
我
人

・
行
為
者
が
な
い
と
い
っ
て
も
、
法
が
あ
る
か
ら
善

悪
等
の
業
果
は
存
在
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
法
執
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な

る
。
更
に
、
我
人
が
無
自
性
空
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
法
自
体
も
空
と

す

る

な

ら

ば
、
何
に
よ
っ
て
業
果
が
あ
る
の
か
難
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
い
に
於
い
て
も
、
や
は
り
大
き
な
矛
盾
を
投
げ
か
け

て

い
る
よ
う
で
あ

る
。
即
ち
、
無
自
性

・
無
我
な
る
衆
生
が
種
々
の
行
為
を
し
て
、
そ
の
結
果
を
得
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
必
ず
我
々
に
は
主
体
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
而
名
そ
の
主
体
の
無
自
性
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
。
も
し
、
そ
の
我
が
既

に
実
有
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
無
我
の
理
は
如
何
に
し
て
成
立
す
る
と

い
う

の

か
。
’
こ
れ
も
や
は
り
、
縁
起
の
理
に
関
し
て
出
て
く
る
問
題
で
あ
る
。

思
う
に
、
縁
起
に
関
す
る

一
般
的
な
問
い
に
は
二
面
あ
る
。
即
ち
、

一
方
で
は
如

来
と
衆
生
、
他
方
で
は
衆
生
自
身
の
内
省
の
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
0
、
縁
起
甚

深
、
㈹
、
教
化
甚
深
、
㈲
業
果
甚
深
に
於
け
る
問
題
の
根
本
は
、
実
に
こ
の
二
面
を

含
有
し
た
縁
起
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
ら
三
種
の
甚
深
は
と
も
に
縁
起

一
四
三



一
四
四

「此
則
由
二
無
性
理
‘故
法
性
無
二
善
悪
　0
由
二
無
性
’
故
成
二
因
果
‘
故
有
二
業
果
差

別
　0
此
但
有
“
無
性
之
因
果
　0
何
関
’有
二我
人
ご

(趣
)

如
’此
正
法
理
数
決
定
。
三
世
諸
仏
之
所
二
同
説
‘故
云
二
諸
仏
説
‘也
。」

(
大
正
35

・
181

・
a
)

こ
れ
も
即
ち
、
法
性
そ
の
も
の
に
は
善
も
悪
も
無
い
が
、
無
性
の
理
に
よ
っ
て
因

果
の
関
係
が
成
立
す
る
た
め
に
業
果
の
差
別
が
生
じ
て
く
る

こ
と

に
な
る
の
で
あ

る
’。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
無
性
の
因
果
に
よ
る
た
め
で
あ

っ
て
、
主
体
性
を
有
し
た
衆

生
に
よ
る
の
で
は
な
い
訳
で
あ
る
。
故
に
四
大
の
中
に
我
が
無
い
と

い
う
。の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「諸
仏
如
’是
説
」
の
理
趣
は
決
定
さ
れ
、
三
世
の
諸
仏
が
同
じ
様
に

説
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

更
に
法
蔵
は

『拐
伽
阿
眼
多
羅
宝
経
』
巻
第

一
の

「我
常
説
二
空
法
’

遠
二離
於
断
常
‘

　　　　　　　　　　　　　

¥

生
死
猶
如
’
夢

　

而
彼
業
不
’失
」
(
大
正
16

・
486

・
a
)

の
頌
掲
を
引
用
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
も
の
の
実
体
は
、
断
常
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
限
り
見
る
こ
と
は
で

き
る
。
ま
た
、
空
法
は
そ
の
立
場
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
は
ど
こ
ま
で
も
生
死
は
夢
幻
の
如

き

も

の
で

し
か
な
い
。
故
に
そ
の
夢
幻
の
如
き
仮
見
に
於
い
て
業
は
失
壊
す
る
こ
と
な
し
に
、

而
も
何
ら
執
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
法
蔵
の
解

釈

に
よ
れ

ば
、
宝
首
は
先
ず
業
の
本
質
を
指
摘
し
、
衆
生
は
諸
々
の
業
に
随

っ
て
果
報
を
受
け

る
も
の
で
あ
り
、
而
も
業
は
果
報
を
知
・つ
て
い
て
す
る
の
で
は
な
い
と
説
き
、
更
に

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

に
関
す
る
疑
問
に
対
し
て
明
ら
か
な
解
答
を
要
求
し
、
そ
れ
は
突
き
詰
め
れ
ば

一
な

る
も
の
が
如
何
に
し
て
異
な
っ
た
多
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
、

一
即
多

・
多
即

一

な
る
問
題
を
様
々
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
っ
て
’も
過
言
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　

く

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
、
宝
首
は

　

’

「隨
二所
‘
行
諸
業
’

受
二
果
報
‘亦
然

　　

ク

造
者
無
二
所
有
‘

　

諸
仏
如
’是
説
」
(
大
正
9

・
427

・
C
)

と
、
以
下
更
に
九
1　
喩
を
以
っ
て
答
え
て
い
る
。

こ
の
頌
偶
に
対
し
て
、
法
蔵
は
、y
次
の
如
く
明
快
に
解
釈
し
て
い
る
。

「初
中
上
二
句
‘一明
業
果
不
’壊
。
下

一
句
明
・無
二
作
者
　0
謂
隨
こ
其
所
作
諸
差
別

業
‘薫
二於
本
識
　0
本
識
依
他
変
二
似
其
業
所
起
果
報
ぺ
故
有
二
多
報
等
種
種
不

同
ぺ
但
是
諸
識
縁
起
互
相
集
成
無
二
自
性
‘故
得
’有
二
業
果
　0
実
非
7
四
大
中
別

有
二人
我
‘能
作
y業
受
″
果
故
云
二造
者
無
有
‘也
。」
(大
正
35

・
180

・
C
)

法
蔵
に
よ
れ
ば
、
初
め
の
頌
掲
で
は
、
業
果
の
壊
毀
し
な
い
こ
と
を
明
か
し
、
行

為
者
の
無
い
こ
と
を
明
か
す
の
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
諸
々
の
差
別
の
業
に
随

っ

て
作
す
こ
と
も
本
識
に
黒
習
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
識
の
依
他
は
そ
の
業
の
所
起
の

果
報
を
変
似
す
る
た
め
に
種
々
の
不
同
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
所
謂
、
こ
の
諸
々
の

識
が
、
諸
々
の
条
件
即
ち
縁
起
に
よ
っ
て
、
相
互
に
集
成
し
て
無
自
性
と
な
る
た
め

に
業
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
決
し
て
四
大
の
中
に
別
に
衆

生
が
あ

っ
て
業
を
作
し
て
果
を
受
け
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
、
法
蔵
は
ま
た
次
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
。



後
に
九
9
　E
を
以
っ
て
論
証
し
て
答
え
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

　

仏
説
法
甚
深

「仏
子
、
如
来
唯
覚
二

法
ご
ぶ
何
乃
説
二無
量
諸
法
　0
音
声
遍
二
満
無
量
世
界
　0
悉

能
教
二化
無
量
衆
生
　0
出
二
無
量
声
現
二
無
量
身
　0
了
二
知
無
量
衆
生
心
意
　0
示
二

現
無
量
神
足
自
在
・示
二現
無
量
無
辺
世
界
ニ
ポ
ニ現
無
量
殊
勝
荘
厳
ご
ポ
ニ現
無

量
種
種
境
界
づ
而
法
性
分
別
実
不
’
可
’得
。」
(大
正
9

・
427

・
C
)

と
。
文
殊
が
徳
首
に
問
う
て
い
る
。

如
来
は
唯

一
法
の
み
を
覚

っ
た
の
に
、
何
故
無
量
な
る
諸
法
を
説
く
の
か
と
問
う

て

い
る
。

こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
法
蔵
は

「初
挙
二
正
義
‘。
二
正
設
’難
、
謂
十
種
相
違
。

一
法
是

一
味
真
如
也
。」

(大
正
35

・
181

・
C
)

と
、
十
種
の
相
違
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う

一
法
と
は

「
一
味
の
真
如
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
更
に
難
の
意
と
し
て
、

「所
覚
既

一
設
’教
種
種
。
義
若
非
」

可
’使
‘一隨
n
豆
以
実
　0
即
乖
二

味
‘応
’

失
こ
所
証
　0
義
若

一
味
而
不
‘隨
’
言
即
諸
教
種
種
皆
応
二虚
妄
　0
此
是
教
義
相
違

難
。」
(
大
正
35

・
181

・
C
)

と
`
智
倣
の

「捜
玄
訟
」)
の
意
を
継
承
し
て
述
べ
て
い
る
。

所
覚
の
法
が

一
で
あ
る
の
に
教
を
設
け
る
こ
と
は
種
々
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
も

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

し

一
味
に
し
て
而
も
言
語
に
相
応
し
な
け
れ
ば
、種
々
な
る
教
は
皆
な
虚
妄
と
な
る
。

故
に
こ
れ
を

「教
義
相
違
の
難
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

更
に
法
蔵
は
。
自
ず
か
ら
の
創
設
と
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「又
釈
此
是
体
用
相
違
難
。
謂
覚
二

法
‘是
体
。
応
’機
現
’多
是
用
。
若
以
’体

従
‘用
応
乖
二失

一
法
　0
若
用
同
’体
種
種
便
虚
。
若
言
乙

法
之
内
有
二種
種
‘故

不
中
相
違
上者

　

而
法
性
中
求
二
種
種
’不
可
得
故
不
’成
y救
也
。」

(大
正
35

・
181

・
C
)

一
法
を
覚
る
こ
と
を
体
、
機
に
相
応
し
て
多
を
現
ず
る
こ
と
を
用
と
し
て
述
べ
て

い
る
。
即
ち
、
も
し
体
を
以
っ
て
用
に
従
え
ば
乖
失
し
、
ま
た
、
も
し
用
を
体
に
同

じ
た
な
ら
ば
種
々
と
い
っ
て
も
虚
妄
な
る
も
の
と
な
る
。
故
に
種
々
な
る
教
え
が
そ

れ
ぞ
れ
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
義
は

一
味
と
な
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

た
と
え
体
と
用
と
で
以
っ
て
、
教
を
義
の
は
た
ら
き
と
考

え

て
も
解
決
に
は
な
ら

ず
、
結
局
、
「体
用
相
違
の
難
」
と
な
る
訳
で
あ
る
。

そ
し
て
、

十
句
の
中
で
正
難

を
設
け
る
こ
と
に
於
い
て

「苦
具
説
応
三
一
一
句
初
皆
云
こ
唯
覚

一
法
云
何
無
量
‘也
。」
(大
正
35

・
181
・
C
)

と
述
べ
て
い
る
。

仏
は

一
智
慧
を
覚

っ
た
の
に
、
何
故
種
々
の
説
法
を
す
る
の
か
。
こ
の
教
と
義
に

関
す
る
問
い
は
、
全
て
の
句
に
関
わ

っ
て
い
る
と
い
う
。

斯
く
し
て
、
仏
の
教
説
は
衆
生
の
数
と
と
も
に
無
量
で
あ
る
が
仏
の
智
慧
は
全
体

と
し
て
の

I
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
我
々
か
ら
み
れ
ば
種

々
の
真
理
が
同
じ
価
値
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
仏
の
側
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は
あ
り

一
四
五



一
四
六

以
上
の
如
く
、
、法
蔵
は
特
に

「甚
深
微
妙
義
」
に
つ
い
て
二
通
り
の
解
釈
を
し
て

い
る
の
‘で
あ
る
が
、・
他
の
句
に
つ
い
て
も

「求
功
徳
者
以
二知
L

起
’多
堪
r摂
‘生
故
。
求
二
此

ご
得
。
又
知
’多
帰
L

堪
’

・
証
‘理
故
。
求
二此
多
一得
故
名
二智
者
‘也
。」
(大
正
35

・
182
・
a
)

(
38
)

と
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。
・そ
し
て
更
に
他
の
九
1　
喩
に
つ
い
て
は

「此
中
九
喩
拉
顕
二
不
・改
」

無
分
別
而
成
二事
差
別
ご

(大
正
35

・
182
・
a
)

と
、
無
分
別
に
し
て
而
も
事
の
差
別
を
成
ず
る
こ
と
を
顕
わ
す
も
の
と
し
て
、
以
下

詳
し
く
解
釈
し
て
い
る
。ミ

斯
く
し
て
、し
」
こ
で
は
教
と
義
と
が
、
一
即
多
・
多
即
一
と
な
り
、
而
も
無
倶
と

な
る
こ
‘と
が
説
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
I
な
る
如
来
の
覚
証
が
、
如
何
に
し

て
多
な
る
如
来
の
所
説
と
な
り
得
る
の
か
。
即
ち
、

一
義
と
多
教
と
の
矛
盾
が
こ
の

問
い
の
主
題
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

得
た
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

一
味
な
る
義
と
種
々
な
る
教
と
間
に
は
、
互
に
許
容

で
き
な
い
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
、
徳
首
は

「仏
子
乃
能
間
二

　

甚
深
微
妙
義
一

　　　　　　　　　　　

『

一智
者
若
知
y此

　

常
楽
求
二功
徳
・』
(
大
正
9

・
428

・
a
)

と
、
法
理
の
徳
の
深
い
こ
と
を
顕
わ
し
、
以
下
九
曹
喩
を
以

っ
て
答
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
頌
掲
に
つ
い
て
、
法
蔵
は

「答
意
云
以
‘こ

味
法
界
是
無
分
別
義
一非
二是

一
数
之

一
　0
是
故
隨
’縁
成
y多
而

不
’異
已

味
　
0

　

一
味
湛
然
而
不
’磯
二
種
種
　0
此
二
無
二
。
是
故
諸
教
妓
実
而

一

味
理
存
。
如
y此
無
倶
。」
(大
正
35

・
181
・
c
)

と
、・理
事
無
碩
に
約
し
て

「教
義
相
違
の
難
」
を
釈
し
て
い
る
。
即
ち
、

一
味
の
法

界
真
如
は
無
分
別
の
義
で
あ
っ
て
、
数
的
な

I
で
は
な
く
、
縁
に
随

っ
て
多
を
成

じ
、
而
も

一
味
湛
然
に
し
て
種
々
で
あ
る
こ
・と
を
磯
げ
な
い
無
二
と
な
る
た
め
、
そ

の
種
々
の
教
え
は
そ
れ
ぞ
れ
真
実
で
あ
り
、
そ
の
理
は
無
碩
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し

て
、
ま
た

「此
不
’異
‘多
之

一
。
是
如
来
所
覚
。
不
’異
」

之
多
。
是
如
来
所
説
。
是
故

一

為
二甚
深
‘。
以
y
不
’異
’多
故
。
多
亦
爾
。
反
’
上
可
y知
。」

(
大
正
35

・
181
c
?
182

・
a
)

　　　　　　　　　　　　　　　　

じ

と
、
事
々
無
膜
に
約
し
て

「体
用
相
違
の
難
」
を
釈
し
て
い
る
。
即
ち
、
多
と
異
な

ら
な
い
一
は
如
来
の
智
慧
の
覚
証
で
あ
り
、

一
に
異
な
ら
な
い
多
は
如
来
の
所
説
で

あ
る
と
い
う
。
故
に

一
即
多

・
多
即

一
と
な
h7
無
倶
で
あ
る
と
い
う
。

五

　

福
田
甚
深

“

一

　　　

゛

一

一

　　　

/

　　

、

　　　　　

`

゛

　　　　　　　　　　

“

　　　　

’

「仏
子
。
如
来
福
田
等

一
無
・
異
。
云
何
布
施
果
報
不
y
同
。

有
二
種
種
色
。

種
種

性
。
種
種
家
。
種
種
根
。
種
種
財
。
種
種
奇
特
。
種
種
巻
属
。
種
種
自
在
。
種

種
功
徳
。
種
種
慧
　0
如
来
平
等
無
’有
二怨
親
ご

(大
正
9

・
428

・
a
)

と
、
文
殊
が
目
首
に
問
う
て
い
る
。

如
来
’の
福
田
は

一
に
し
て
異
な
り
は
な
い
の
に
、
何
故
果
報
は
異
な
る
の
か
と
問

う
て
い
る
。

　

。

‐

　　　　　　

…
…

法
蔵
は
こ
。0
　問
い
に
対
し
I
次
の
如
く
の
難
意
を
発
し
て
い
る
。



「難
意
上
既
云
二
仏
徳
無
異
　0
則
応
二設
施
得
果
不
口殊
。
如
何
今
見
‘一得
‘報
差
別
　
0

此
是
縁
果
相
違
難
。
恐
彼
救
言
。
仏
田
雖
L

若
人
於
y仏
興
二
上
妙
供
　0
仏
於
“

此
人
一生
二親
愛
念
ご

平
等
無
’有
二
怨
親
　0
此
是
三
念
處
法
也
。」
(大
正
35

・
182

・
a
)

法
蔵
に
よ
れ
ば
、
如
来
の
福
田

(仏
の
智
慧
)
・は
唯

一
な
の
に
、
何
故
布
施

(衆

生
の
果
報
)
は
異
な
る
の
か
と
、
縁
と
果
と
0
相
違
を
難
じ
て
い
る
と
い
う
。

前
の

「説
法
甚
深
」
の
問
い
が
理
論
的
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
今
は
極
め
て
現
実

的
に
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
衆
生
の
仏
へ
の
供
養
に
対
し
、

一
に
し
て
無

量
な
る
仏
徳
が
、
衆
生
を
し
て
種
々
な
る
果
を
得
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
事
実
は
、
衆
生
の
供
養
如
何
に
於
い
て
仏
の
果
報
の
劣
勝
の
無
い
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
れ
は
、
如
来
は
平
等
に
し
て
怨
親
が
無
い
か
ら
、
仏
徳
も
不
同
の
筈
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
仏
徳
は

一
で
あ
る
の
に
投
施
の
得
果
の
異
な
る
所
以
を
問

う
て
お
り
、
こ
こ
で
も
や
は
り
仏
徳
の
一
と
種
々
な
る
徳
果
に
対
す
る
矛
盾
を
問
う

て
い
る
こ
と
に
な
る
~

　　　　　　　　　　　

¥

　　　　　

・

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
、’
目
首
は

「轡
如
7
大
地
」

　　

能
生
二種
種
芽
‘

於
y彼
無
申
怨
親
上

　

仏
福
田
亦
然
」
(
大
正
9

・
428

・
b
)

　　　　　　　

¥

と
、
以
下
、
更
に
九
亀
一匹が
以
っ
て
答
え
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　

`

・

大
地
は

一
で
あ
る
が
、
種
々
の
芽
を
生
じ
、
怨
親
無
き
が
如
く
、
仏
の
福
田
恚
そ

の
様
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

y
こ
の
曹
喩
は
経
験
的
に
頷
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
法
蔵
は

　

・

・

　　

ノ

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

ご
「答
意
凡
施
’仏
由
二
二
因
ご

(大
正
35

・
182

・
b
)

　　　

:

と
、
以
下

『温
室
経
』

・

『大
悲
経
』
等
の
文
に
よ
り
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
要

略
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

印
、
衆
生
の
心
の
あ
り
方
が
異
な
る
た
め
報
も
千
差
万
別
に
な
る
。

　　

・

㈲
、
仏
の
大
悲
の
不
思
議
に
よ
り
、
畢
竟
全
て
の
衆
生
に
解
を
得
せ
し
め
る
た
め

で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

{

　　　　

・。

　　

。

べ

要
す
る
に
、
仏
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
衆
生
は
皆
平
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
教

え
を
受
け
る
べ
き
衆
生
の
側
の
受
け
取
り
方
如
何
に
よ
っ
て
、
仏
の
教
え
そ
の
も
の

も
異
な

っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

六

　

正
教
甚
深

「仏
子
。
衆
生
為
7
見
こ如
来
教
’断
申
請
煩
悩
上
耶
。
為
7
知
二
色
受
想
行
識
欲
界
色

界
無
色
界
痰
愛
　0
断
中
諸
煩
悩
上
耶
。
若
知
二
色
受
想
行
識
欲
界
色
界
無
色
界
療

愛
　0
断
二諸
煩
悩
‘者
。
如
来
教
法
何
所
二増
損
　0」
(
(
大
正
9

・
428

・
b
)

と
、
文
殊
が
進
首
に
対
し
て
問
う
て
い
る
。

　　　　

ザ

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
法
蔵
は
、
次
の
如
く
難
意
を
発
し
て
い
る
。
’

「難
意
為
・
因
二教
法
‘断
や
惑
。
為
7
因
’勤
“
観
諸
法
断
″
惑
。
若
因
’教
能
断
則
不
‘

須
二
精
進
　0
若
因
二
勤
行
‘能
断
則
教
無
二増
損
　0
謂
此
教
法
於
y
徳
不
・増
於
’惑

不
‘損
。
又
釈
得
’教
不
’増
失
y教
不
‘損
。
以
二
無
用
‘故
。
此
是
教
力
相
違
難
。」

7

　

(
大
正
35

・
182

・
b
)

　　　　　　　　　　

ド

　

レ

’法
蔵
に
よ
れ
ば
、・‘衆
生
は
教
法
に
於
い
て
煩
悩
を
断
ず
る
の
か
、
そ
れ
と
も
勤
行

一
四
七



一
四
八

に
断
ず
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
教
法
に
は
勝
力
が
あ
る
と
し
て
も
、
解
怠
し
て
教
を

乖
失
す
れ
ば
教
力
無
き
を
以
っ
て
脱
し
難
き
も
の
と
な
る
。
難
と
は
行
力
で
以

っ
て

教
力
を
奪
い
、
答
と
は
行
が
教
力
に
よ
る
こ
と
を
顕
わ
し
て
い
る
。
即
ち
、
教
法
と

勤
行
が
別
々
で
あ
る
な
ら
ば
解
脱
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
は
真
実
の
仏
教
で
は

な
く
な
る
。
故
に
煩
悩
を
除
滅
せ
ん
こ
と
を
求
め
て
い
る
衆
生
を
勇
猛

・
精
進
さ
せ

る
の
が
正
教
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
、
八
つ
の
唇
怠
の
曹
喩
を
挙
げ
て
、
教
法
と
勤

行
と
の
区
別
と
同

一
と
に
つ
い
て
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

に
於
い
て
煩
悩
を
断
ず
る
の
か
と
、
教
と
力
と
の
相
違
を
難
じ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
は
煩
悩
を
断
ず
る
の
に
、
教
法
か
勤
行
か
と
い
う
対
立
的
問
題
で
あ
る
。
即

ち
、
教
法
に
よ
っ
て
断
ず
る
の
な
ら
ば
精
進
を
必
要
と
せ
ず
、
勤
行
に
よ
れ
ば
教
法

を
必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
、
昏
迷
せ
る
現
実
に
生
活
し
て
い
る
我
々
が
、
煩
悩
を

断
じ
て
涅
槃
を
得
る
に
は
教
化
と
勤
行
と
共
に
必
要
と
な
る
。
而
も
教
法
は
徳
に
於

い
て
増
す
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
逆
に
惑
に
於
い
て
損
す
る
も
の
で
も
な
く
、
全
て

無
用
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
も
や
は
り
、
両
者
が
互
に
他
を
排
除
し
つ
つ
も
、
共
に
両
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
。
所
謂
、
教
法
と
勤
行
と
の
区
別
と
同

一
と
い
う

こ
と
が

問
わ

れ
、
総
じ
て
教
法
の
必
要
性
と
は
如
何
と
問
う
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
、
進
首
は

。
「仏
子
善
諦
聴

　　

我
説
二如
実
義
‘

　

或
有
二速
出
要
‘

或
有
y難
二解
脱
‘

　

若
齢
r
求
除
二
滅

　

無
量
諸
過
悪
‘

応
こ当

一
切
時

　　

勇
猛
大
精
進
ご

(大
正
9

・
428

・
b
)

と
、
聴
聞
を
勧
め
て
総
説
し
、
次
に
精
進
は
教
法
に
随
順
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

弁
証
し
、
以
下
、
八
瞥
喩
を
以
っ
て
答
え
て
い
る
。

法
蔵
は
こ
の
答
意
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「答
意
以
‘一教
是
精
進
之
縁
‘勤
観
扶
’教
方
能
断
’惑
。
是
故
速
出
。
教
有
二勝
力
‘

解
怠
乖
’教
則
無
二教
力
ぺ
是
故
難
y脱
也
。
難
者
改
二
行
力
‘奪
二教
力
‘。

答
者

顕
三
行
由
“
教
力
‘故
也
。」
(
大
正
35

・
182

・
b
)

正
教
は
精
進
を
縁
と
す
る
。
故
に
勤
め
て
教
法
を
扶
助
す
れ
ば
、
煩
悩
を
速
や
か

七

　

正
行
甚
深

「仏
子
。
如
‘一仏
所
’説
。
聞
二受
法
‘者
能
断
‘一煩
悩
　

0

　

云
何
衆
生
等
聞
‘一正
法
‘而

不
’能
’断
。
隨
“婬
怒
縦
・

　

隨
y慢
。
隨
’愛
。
隨
y忿
。

隨
‘一樫
嫉
‘
隨
y恨
。

隨
二諮
曲
　0
是
諸
垢
法
悉
不
’離
’
心
。
心
無
二所
行
’能
断
二結
使
ご

(
大
正
9

・
428

・
c
)

と
、
文
殊
が
法
首
に
対
し
て
問
う
て
い
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
法
蔵
は
次
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
。

「謂
雖
’聞
二
正
法
‘無
三
心
依
行
而
欲
二断
惑
　0故
知
仏
説
‘一聞
法
能
断
‘其
義
何
在
。」

(
大
正
35

・
m

・
a
)

正
法
を
聞
受
す
れ
ば
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
筈
な
の
に
、
何
故
衆
生
は
皆

な
正
法
を
聞
受
し
て
も
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
問
う
て
い
る
。

即

ち
、
我
々
は
仏
法
聴
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
筈
な
の

に
、
現
実
に
は
い
く
ら
聞
法
し
て
も
聞
法
し
て
い
な
か
っ
た
時
と
同
様
に
煩
悩
を
断



ず
る
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
聞
法
の
外
に
何
か
煩
悩
を
断
ず

べ
き
行
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
い
も
前
の

「正
教
甚
深
」
と

同
様
の
問
い
で
あ
る
。
た
だ
前
者
は
仏
を
基
調
と
し
て
教
法
の
側
か
ら
問
わ
れ
た
の

に
対
し
、
今
は
衆
生
を
基
調
と
し
て
正
行
の
側
か
ら
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。文

殊
の
問
い
に
対
し
て
、
法
首
は

「仏
子
善
諦
聴
二

　　

所
’問
如
実
義
‘

非
7
但
積
二多
聞
‘

　

能
入
中
如
来
法
上」
(大
正
9

・
428

・
c
)

と
、
聴
聞
を
勧
め
て
総
説
し
、
以
下
、
九
9
　四
一を
以

っ
て
答
え
て
い
る
。
法
蔵
が

「非
‘一但
積
二。多
聞
‘
者
明
‘一多
聞
不
二。是
過
患
ぺ
但
是
唯
也
。
以
閥
’行
為
’失
故

也
。」
(
大
正
35

・
183

・
a
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
我
々
が
仏
法
を
聴
聞
す
る
場
合
、
正
行
が
根
本
と
な
る
。

元
よ
り
、
聞
法
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
た
だ
単
に
多
聞
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
だ
け
で
は
完
全
な
も

の
と
は
い
え
な
い
。
即

ち
、
単
に
知
識
と
し
て
分
別
的
に
聞
い
た
も
の
を
心
中
に
止
め
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
そ
れ
が
自
身
に
と
っ
て

一
体
如
何
な
る
意
味
内
容
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
問
題

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
所
謂
、
正
行
と
し
て
自
分
に
教
法
を
摂
取
す
る
こ
と
が

必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

蜜
戸
波
羅
蜜
扉
提
波
羅
蜜
毘
梨
耶
波
羅
蜜
禅
波
羅
蜜
般
若
波
羅
蜜
慈
悲
喜
捨
　
0

此

一
一
法
。
皆
不
’能
’得
二
無
上
菩
提
ご

(大
正
9

・
429

・
a
)

と
、
文
殊
が
智
首
に
問
う
て
い
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
法
蔵
は
次
の
如
き
難
意
を
発
し
て
い
る
。

「難
意
云
智
慧
為
‘一衆
行
之
主
　0
何
不
二
唯
讃
r
此
而
敬
二
余
行
　0
余
行
離
’慧
皆
不
’

得
二菩
提
　0
何
須
’讃
’之
。
此
即
以
‘助
徴
y
正
難
。」
(大
正
35

・
183

・
b
)

仏
法
は
智
慧
を
根
本
と
す
る
の
に
、
何
故
六
波
羅
蜜
を
修
し
、
四
無
量
心
等
の
余

行
を
行
じ
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

の
か
問
う
て
い
る
。
こ
の
問
い
も
前
の

「正
行
甚

深
」
と
直
結
し
た
問
い
で
あ
る
。
前
者
は
煩
悩
を
断
ず
べ
き
正
行
が
問
題
と
な
っ
た

の
で
あ
が
、
今
は
そ
の
行
に
つ
い
て
の
よ
り

一
層
深
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

智
慧
を
離
れ
て
、
六
波
羅
蜜
等
の
余
行
の
み
に
よ
っ
て
、
無
上
菩
提
を
得
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
智
慧
に
よ
っ
て
無
上
菩
提
が
得
ら
れ
れ
ば
、
余
行
は

無
用
の
筈
で
あ
る
。
然
る
に
、
何
故
余
行
が
讃
歎
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
所
謂
、

そ
れ
の
み
で
は
菩
提
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
余
行
が
、
如
何
に
し
て
正
行
に
対
し

て
助
道
と
な
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
は
余
行
は
助
道
で
あ

っ
て
正
行
で
な
い
た
め
に
必
須
条
件
で
は
な
い
が
、
正

行
に
対
し
て
助
道
と
し
て
存
在
す
る
所
以
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

や

は

り
、
助
道
は
正
行
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
正
行
を
助
け
る
こ
と
に
於
い
て
、

一
面
正

行
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
助
道
の
正
行
に
対
す
る
区

別
と
同

一
と
の
問
い
が
難
じ
ら
れ
、
前
述
の
軸
、
㈲
、
㈲
の
諸
甚
深
が
、
仏
の
衆
生

に
対
す
る
教
化
如
何
を
問
う
て
い
る
の
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
そ
の
教
化
に
よ
る
修

一
四
九

八

　

助
道
甚
深

「仏
子
。
於
二
仏
法
中
’智
慧
為
’首
。
如
来
何
故
。
或
為
二
衆
生
　0
讃
‘一歎
檀
波
羅

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究



一
五
○

一
切
諸
仏
は
、
同
じ
く
唯

一
の
方
法
で
生
死
無
明
の
世
界
を
超
え
て
覚
悟
に
達
し

た
の
で
あ
る
が
、
何
故
そ
の
仏
徳
は
異
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
全
て
の
仏
徳

を
見
尽
く
さ
な
け
れ
ば
覚
悟
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
問
う
て
い
る
。

ど
れ
は
特
に
仏
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
諸
仏
の
因
行
が
同
様
に
一
乗
で
あ
れ

ぱ
得
果
も

一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
因
果
関
係
か
ら
し
て
も
、

一
つ
の
原
因
は

一

つ
の
結
果
を
も
た
ら
す
筈
で
あ
る
。
故
に

一
原
因
が
種
々
の
異
な

っ
た
結
果
を
生
み

出
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
の
原
因
は
結
果
に
対
す
る
原
因
と
は
な
ら
な
い
筈
で
あ

る
。
従

っ
て
、
原
因
が
同
じ
で
あ
れ
ば
結
果
も
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
結

果
が
異
な
れ
ば
原
因
も
異
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
等
し
く

一
乗
を
修
し
た
諸
仏
の
得
果
は
同
じ
で
は
な
い
と
い
う
。
因
と
果

と
が
相
互
に
他
に
対
し
て
同
じ
で
あ
る
か
異
な
る
の
か
。
所
謂
、
諸
仏
世
界
等
の
不

同
な
る
こ
と
へ
の
疑
難
が
提
起
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
、
賢
首
は

「文
殊
法
常
爾

　　

法
王
唯

一
法

　

一
切
無
擬
人

一
道
出
二
生
死
‘

　

一
切
諸
仏
身

　

唯
是

一
法
身

(
45
)

一
心

一
智
慧

　

力
無
畏
亦
然
」
(
大
正
9

・
429

・
b
)

と
、
先
ず
実
と
理
に
つ
い
て
、
因
果
と
も
に
一
な
る
こ
と
を
明
か
し
、
以
下
、
頌
掲

を
挙
げ
て
答
え
て
い
る
。
法
蔵
は

「答
意
理
実
因
同
果
無
二
差
別
　0
但
隨
二衆
生
感
見
’差
別
。
非
・‘一是
諸
仏
自
有
二優

劣
ご

(大
正
35
、
183

・
b
)

と
述
べ
、
次
い
で
先
掲
し
た
二
頌
偶
に
つ
い
て
も
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

道
に
つ
い
て
の
疑
難
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
殊
の
問
い
に
対
し
て
、
智
首
は

「難
’知
而
能
知

　

隨
二
順
衆
生
心
‘

仏
子
所
‘問
義

　

諦
聴
我
今
説
」
(
大
正
9

・
429

・
a
)

と
、
問
い
を
歎
じ
て
聴
聞
を
勧
め
、
以
下
、
九
頌
偶
を
以

っ
て
答
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
十
頌
掲
に
つ
い
て
、
法
蔵
は
次
の
如
く
端
的
に
解
釈
し
て
い
る
。

「答
意
者
以
二
正
助
相
資
‘答
。
以
二能
会
y助
同
’
正
故
。」
(大
正
35

・
183
・
b
)

正
行
と
助
道
と
は
、
相
資
け
る
こ
と
を
以
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

一
波
羅
蜜
だ
け
で
は
覚
悟
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

九

　

一
乗
甚
深

「仏
子
。

一
切
諸
仏
。
唯
以
二

乗
‘得
’出
こ
生
死
　0
云
何
今
見
二

切
仏
刹
　0
事

事
不
y同
。
所
謂
世
界
衆
生
。
説
法
教
化
。

寿
命
光
明
。
神
力
衆
会
。
仏
法
法

住
。
如
・是
等
事
皆
悉
不
y同
。
無
y有
7
不
y具
二

切
仏
法
　0
而
能
成
申
就
無
上

。菩
提
ご

(大
正
9

・
429

・
b
)

と
、
文
殊
が
賢
首
に
対
し
て
問
う
て
い
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
法
蔵
は
次
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
。

「難
意

一
切
諸
仏
同
修
二

乗
　0
因
行
既
同
。
得
果
応
」

。
云
何
今
見
二諸
仏
世

界
種
種
不
同
　0
乃
至
法
住
如
y
是
十
種
各
各
不
同
。
無
’有
’
不
y
具
二
如
’
是

一
切

差
別
仏
法
　0
而
言
二唯
以

一
乗
　0
其
義
安
在
。
此
是
以
’因
徴
’果
難
。

因
同
果

亦
同
。
亦
是
以
’
果
徴
y因
難
。
謂
果
異
因
亦
異
。」
(
大
正
35

・
183

・
b
)



「初
二
渇
就
・実
以
明
‘肉
果
倶
一
J
明
二上
唯
一
乗
得
’出
也
。」

　

(
右
同
)

法
の
中
心
と
な
る
べ
き
現
実
は
唯

一
で
あ
り
、
そ
れ
を
以
っ
て
迷
界
を
超
え
た
の

で
あ
る
か
ら
、

一
切
差
別
は
な
い
と
い
う
。
即
ち
、

一
法
は
全
て
を
包
み
き
る
も
の

で
あ
る
が
、
衆
生
の
感
じ
方
、
見
方
に
随

っ
て
差
別
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
飽
く
ま
で
も
、
諸
仏
に
優
劣
を
つ
け
る
の
は
衆
生
で
あ

っ
て
、
仏
自
身
に
は
そ

う
い
う
も
の
は
な
い
。
故
に
諸
仏
の
因
果
は
実
に
つ
い
て

一
と
な
り
、
因
の
中
に
あ

っ
て
は
所
依
の
法
性
も
能
依
の
行
修
も
各
々
一
と
な
り
、
果
の
中
に
あ

っ
て
は
所
証

の
法
身
も
修
生
の
勝
徳
も
各
々
一
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
点
は

「
一
切
無
擬
人

　

一
道
出
二
生
死
・」
と
い
う
こ
と
に
於
い
て
、
文
殊
の
法

が

一
乗
真
実
道
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
0
?
叫
問
は
、
文
殊
が
諸
々
の

「首
」
な
る
菩
薩
に
問
う
て
ぺ
心
。
今
は

十

　

仏
境
界
甚
深

「爾
時
諸
菩
薩
、
謂
’文
殊
師
利
‘言
。
仏
子
。

我
等
所
‘解
各
各
已
説
。
仁
者
辨

才
深
入
。
次
応
二
敷
演
　0
何
等
是
仏
境
界
。
何
等
是
仏
境
界
因
。
何
等
是
仏
境

所
入
。
何
等
是
仏
境
界
所
度
。
何
等
是
仏
境
界
隨
順
知
。
何
等
是
仏
境
界
隨
順

法
。
何
等
是
仏
境
界
分
別
知
。
何
等
是
識
仏
境
界
。
何
等
是
決
定
知
仏
境
界
。

何
等
是
仏
境
界
照
。
何
等
是
仏
境
界
広
。」
(大
正
9

・
429
・
c
)

と
、
今
度
は
前
九
問
と
逆
に
諸
菩
薩
が
文
殊
に
問
う
の
で
あ
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
法
蔵
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「上
来
文
殊
問
二多
人
‘。
今
多
人
間
二文
殊
　0
首
伴
互
彰
故
。
上
論
二余
法
余
菩
薩

説
　0
今
辨
二仏
境
界
こ

(大
正
35

・
183

・
c
)

華
政
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

先
の
九
問
に
対
し
て
理
解
す
る
と
こ
ろ
を
答
え
て
い
た
諸
々
の
「首
」
な
る
菩
薩
が
、

文
殊
に
仏
の
覚
悟
の
境
地
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
問
い
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
今
は
文
殊
が
答
え
る
立
場
に
な
っ
て
、
問
者
と
答
者
の
立
場
が
全
く
逆
に
な

っ
て
お
り
、
従

っ
て
、
問
い
の
意
味
も
今
ま
で
と
は
自
ず
か
ら
異
な
っ
て
く
る
筈
で

あ
る
。

斯
か
る
立
場
の
異
な
り
が
、

一
体
如
何
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。

前
九
問
に
於
い
て
、
文
殊
は
先
ず

「為
y化
“
衆
生
‘
故
乃
能
間
二斯
義
こ

と
い
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
法
蔵
に
よ
れ
ば

「同
請
二
文
殊
‘者
久
已
成
仏
顕
二
智
深
‘故
。」
(
大
正
35

・
183

・
C
)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
是
等
九
問
の
疑
難
に
対
す
る
答
え
は
、
問
者
の
文
殊

の
智
慧
に
於
い
て
は
已
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
法
蔵
が

「又
文
殊
間
皆
以
’理
反
二徴
相
違
‘結
難
。
今
但
諮
請
不
二
敢
難
‘者
為
’
顕
二尊
故

長
故
衆
首
故
ご

(
大
正
35

・
183

・
C
)

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
今
こ
こ
で
は
文
殊
の
智
慧
に
正
し
く
相
応
し
て

「所
解
各

各
已
説
」
と
し
て
い
る
諸
々
の

「首
」
た
る
菩
薩
が
、
仏
境
界
の
敷
祈
を
要
請
す
る

の
で
あ
る
。

文
殊
は
自
身
の
智
慧
に
相
応
す
る
諸
々
の

「首
」
な
る
菩
薩
の
要
求
を
受
け
入
れ

て
、
「尊
」
で
あ
り
、
「長
」
で
あ
り
、
「衆
首
」
で
あ
る

こ
と
を
顕
わ
し
、
こ
こ
に

仏
境
界
の
甚
深
を
語
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
問
い
は
法
蔵
が

一
五

一
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「第
二
結
こ通
普
見
’。
明
7
此
則
是

一
切
處
文
殊
共
二

切
處
覚
首
等
‘説
や法
。」

(
大
正
35

・
184

・
b
)

と
も
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
実
は
単
な
る
問
答
と
し
て
の
問
い
で
は
な
く
、

一
切
処

に
於
い
て
久
し
く
已
に
成
仏
し
て
い
る
智
慧
深
き
文
殊
と
、
諸
菩
薩
と
の
交
歓
を
顕

わ
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
特
に

「仏
の
境
界
」
に
つ
い
て

法
蔵
は
、

「所
証
の
境
」
と

「分
斉
の
境
」
と
の
二
種
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

モ

の
中
第
二
分
斉
の
境
で
は
次
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
。

「謂
依
二小
乗
‘三
十
四
心
以
去
是
仏
境
也
。
若
三
乗
十
地
満
後
是
仏
境
界
也
。
若

一
乗
十
信
満
後
是
仏
境
也
。
則
如
“
此
辨
‘在
二信
中
‘者
是
也
。
又
三
乗
等
不
y

通
二
因
位
ぺ

　

一
乗
因
果
同
故
。
亦
是
普
賢
境
界
。」
(大
正
35

・
184

・
a
)

(
48
)

小
乗
で
は
、
三
十
四
心
以
後
を
仏
境
界
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
乗
で
は
十
地
を

満
ず
る
後
に
仏
境
界
に
至
る
が
、

一
乗
で
は
十
信
を
満
ず
る
後
に
仏
境
に
至
る
。
即

ち

「普
光
法
堂
会
」
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
信
の
中
に
こ
そ
、
仏
境
界
が
存
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
仏
の
境
界
に
は
因
果
が
あ
る
が
、
三
乗
等
は
因
位

に
通
じ
な
い
の
に
対
し
、

一
乗
で
は
因
と
果
と
が
同
時
に
な
り
、

一
即

一
切

・
一
切

即

一
に
し
て
全
く
普
賢
の
境
界
そ
の
も
の
と
な
る
と
い
う
・

　　　　　　　　

、

斯
く
の
如
く
、
こ
の
仏
境
界
甚
深
は
他
の
九
甚
深
と
は
異
な
り
、
仏
力
が
因
果
に

よ
り
所
説
の
法
の
事
を
、
衆
生
を
し
て
見
せ
し
め
る
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
更

に
仏
の
境
界
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
請
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

諸
菩
薩
の
問
い
に
対
し
て
、
文
殊
は

「如
来
深
境
界

　

其
量
斉
二虚
空
’

一
五

二

一
切
衆
生
入

　

真
実
無
二所
入
こ

(大
正
9

・
429

・
c
)

と
、
如
来
の
境
界
に
つ
い
て
述
べ
、
以
下
、
九
頌
偶
を
以

っ
て
答
え
て
い
る
。

こ
の
答
え
に
つ
い
て
、
法
蔵
は

「
上
半
挙
二所
入
法
　
0

　

此
通
二
二
義
　
0

　

一
斉
者
等
也
。
謂
斉
二等
虚
空
一即
是
真
如

為
二所
縁
境
一也
。
二
斉
者
分
斉
也
。
謂
斉
‘一法
性
真
空
‘已
去
是
仏
境
。
又
上
句

深
下
句
広
也
。
下
半
咀
垂
生
証
入
　
0

　

言
二
無
所
入
‘者
。
以
二衆
生
則
是
法
身
‘

故
無
二更
入
プ
如
三常
在
二虚
空
　0
豊
得
“一更
言
’入
二虚
空
也
。」

(
大
正
35

・
184

・
a
)

と
述
べ
、
以
下
、
九
頌
掲
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

如
来
の
深
い
境
界
は
、
そ
の
量
虚
空
に
斉
し
く
、

そ

し

て
、
’そ
れ
は
深
広
に
し

て
而
も
真
如
の
所
縁
と
な
し
、
法
性
の
真
空
に
斉

っ
て
そ
の
後
は
仏
の
境
と
な
る
と

い
う
。
そ
し
て
、
衆
生
自
身
が
ま
た
法
身
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
真

実
の
境
に
改
め
て
所
入
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
元
々
、
更
に
入
る
こ

と
の
な
い
虚
空
界
に
在
る
た
め
で
あ
る
。

例
え
ば
経
文
に
次
の
如
く
あ
る
み
る
。

「替
如
二虚
空
ぺ
悉
為
二

切
万
物
所
依
ぺ
而
彼
虚
空
無
・所
二依
止
　0
如
来
智
慧
亦

復
如
y是
。」
(巻
三
十
五
、
宝
王
如
来
性
起
品

・
大
正
9

・
622
・
b
)

仏
果
の
境
地
た
る
如
来
の
智
慧
は
、
実
は
虚
空
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
に
依
止
す

る
所
が
な
く
、
衆
生
の
思
慮
分
別
を
以

っ
て
し
て
も
遠
く
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。



て
、
諸
々
の

「首
」
な
る
菩
薩
も
、
正
し
く
文
殊
の
智
慧
と
等
し
き
空
観
の
智
慧
を

以

っ
て
已
に
解
け
る
所
を
各
々
説
き
答
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
仏
境
界
の
深

広
な
る
不
可
思
議
甚
深
も
こ
の
様
な
空
観
の
智
慧
を
以

っ
て
始
め
て
体
得
し
得
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「十
甚
深
」
中
、
特
に
縁
起
の
問
題
よ
り
派
生
す
る

一
異
の
問
題
も
、
ま
た
法
蔵
教
学
に
於
け
る
法
界
縁
起
の
道
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
相
い
通
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。
具
体
的
に
は

『五
教
章
』
に
於
い
て

「十
玄
縁

起
無
碩
法
門
」
と
し
て

一
即

一
切
、

一
切
即

一
の
理
を
以

っ
て
種
々
述
べ
て
い
る
。

而
も
そ
の
法
界
縁
起
は
、
中
国
華
厳
教
学
の
歴
史
の
中
に
於
け
る

一
貫
し
た
思
想
で

あ
り
、
澄
観
の

「四
法
界
」
を
し
て
そ
の
終
局
的
形
成
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
モ

の
点
よ
り
、
こ
の

「十
甚
深
」
も
種
々
発
展
し
、
よ
り
深
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
内
容
を
有
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

斯
く
し
て
、

「信
中
の
解
」
と
は
、

正
し
く
空
観
の
智
慧
を
得
る
こ
と
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
即
ち
、
因
と
し
て
の
法
と
、
果
と
し
て
の
仏
と
が
あ
り
、

そ
の
果
を
満
足
せ
し
め
る
因
よ
り
、
そ
こ
へ
向
う
も
の
が
菩
薩
道
と
し
て
の
修
行
で

あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
浄
信
の
智
慧
の
は
た

ら
き

が

自
ず
か
ら
如
実
に
現

わ
れ
、
次
に
自
然
に
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
浄
め
た
い
と
思
う
願
い
が
涌
泉
の
如
く
わ
き

出
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

翻

っ
て
思
う
に
、
こ
の

「十
甚
深
」
は
内
容
に
富
み
、
個
々
の
問
題
に
当
れ
ば
、

益
々
考
究
せ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
内
容
を
多
々
含
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
ま
た
浄

信
の
智
慧
の
甚
深
な
る
こ
と
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
甚
深
な

る
道
理
も
決
し
て
現
実
と
遊
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
常
に
日
常
生
活
に
於

一
五
三

一

一

一

以
上
、
長
々
と
論
じ
て
き
た

「十
甚
深
」
に
つ
い
て
、
法
蔵
は

「十
中
前
五
因
。
一行
所
軌
法
。
二
依
’法
成
’行
。
三
行
非
二出
世
ぷ

起
’行
。
五
隨
‘一根
欲
所
楽
’而
作
二行
業
　0
後
五
果
中
。

一
総
。
二
依
。
三
正
報

中
持
毀
。
四
正
中
説
法
、
五
総
結
。」
(
大
正
35

・
184

・
C
)

と
分
科
し
て
、
以
下
、
更
に
詳
細
に
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

金
子
大
栄
師
に
よ細

　

初
の
三
は
衆
生
の
現
実
を
説
き
、
次
の
三
は
こ
れ
に
応

ず
る
仏
の
教
化
の
種
々
な
る
内
容
を
説
き
、
㈲
、
㈲
は
そ
の
教
化
に
よ
る
修
行
の
相

状
を
明
か
さ
ん
と
し
、
㈲
、
印
は
仏
境
界
の
不
可
思
議
な
る
深
広
を
説
い
て
い
る
と

い
う
。

こ
こ
に

「十
甚
深
」
の
意
義
が
明
瞭
と
な
り
、
内
容
的
に
浄
信
が
明
確
に
顕
わ
れ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「十
甚
深
」
の
内
容
は
縁
起
が
中
心

と

な
り
、
そ

れ
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
畢
竟
唯

一
な
る
仏
の
法
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、

浄
信
を
領
解
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
前
述
し
た
如
く
、
こ
れ
ら
の
甚

深
は
決
し
て
別
々
に
は
考
え
ら
れ
ず
、
「縁
起
甚
深
」
な
る
因
が
あ

っ
て
始
め
て
「仏

境
界
甚
深
」
と
し
て
の
果
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
唯

一
不
二
な
る
も
の
の
筈

で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
「縁
起
甚
深
」
乃
至

「
一
乗
甚
深
」
に
於
け

る
文
殊
の
問
い
も
、

実
に
衆
生
を
し
て
空
観
の
智
慧
を
獲
得
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究
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け
る
卑
近
な
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
始
め
て
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
は
法
蔵
の

『探
玄
記
』
を
指
南
と
し
て

「菩
薩
明
難
品
」
の
概
略
を
論
じ
た
に

過
ぎ
な
い
。
中
国
華
厳
宗
の
諸
師
の
解
釈
に
つ
い
て
の
考
察
は
他
日
に
期
し
た
い
。

一
五
四

㈲

　

十
甚
深
の
義
に
つ
い
て
、
法
蔵
は

「前
中
依
二遷
禅
師
釈
’為
二十
甚
深
義
こ

　

(探
玄
記

巻
第
四
、
大
正
35

・
176

・
c
)
と
述
べ
て
い
る
。
芳
英
も
澄
観
の

『演
義
炒
』
三
十

一

巻

(大
正
36

・
233

・
b
)
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

「然
十
甚
深
。
即
遷
禅
師
所
立
。
今

古
同
遵
。」
(南
紀
録
巻
四
之
二
、
改
訂
曰
蔵
、
華
厳
章
三
、

一
四
三
a
)
と
述
べ
て
い

る
が
如
く
、
隋
禅
定
寺
の
曇
遷
禅
師

(五
四
二
~
六
〇
七
)
の
所
立
と
み
て
差
し
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
『捜
玄
記
』
・
『探
玄
記
』
共
に
こ
の
曇
遷
の
説
を
採
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
点
は
師
に
は

『華
厳
明
難
品
玄
解
』
の
疏
の
あ

っ
た
こ
と
よ
り
ほ
ぽ
事
実
と
考
え

ら
れ
る
。

㈲

　

こ
の
場
合
、
第

一
縁
起
甚
深
よ
り
第
九

一
乗
甚
深
ま
で
は
文
殊
が
問
い
、
諸
々
の
「首
」

な
る
菩
薩
が
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
十
仏
境
界
甚
深
に
関
し
て
の
み
諸
菩
薩
が
問

い
、
文
殊
が
答
え
て
い
る
。
そ
の
様
な
形
式
を
取

っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
法
蔵
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『「初
文
殊
問
衆
人
答
。
明
三妙
慧
導
二衆
行
　0
後
衆
人
問
文
殊
答
。
明
7
以
二衆
行
‘成
申妙

彗
包

又
行
法
師
云
。

初

一
人
間
多
人
明
。

一
中
解
二無
且愚

二
多
人
間

一
人
明
。
無
量

中
解
」

。

又
文
殊
為
二法
主
’故
。
多
人
同
問
こ仏
境
深
法
‘也
。」
(探
玄
記
巻
第
四
、

文
正
35

・
176

・
c
)

㈲

『探
玄
記
』
巻
第
四
に

「明
難
弁
解
」
(大
正
35

・
175

・
b
)
と
か

「初
品
明
二信
中
解
　
0

次
品
依
’解
起
‘行
。
後
品
解
行
具
故
成
‘徳
耳
。」
(大
正
35

・
176

・
c
)
と
あ
る
を
み

る
。
な
お
、
第
二

「普
光
法
堂
会
」
の
六
品
の
そ
れ
ぞ
れ
が
如
何
な
る
順
序
で
何
を
説

か
ん
と
し
て
い
る
か
と
い
う
概
略
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「華
厳
経
に
於
け
る
信
の
位
置
」

(仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号
)
の

「信
の
会
座
」
(九
八
頁
?

一
〇
二
頁
)
を
参
照

さ
れ
た
し
。

㈲

　

特
に

「菩
薩
明
難
品
」
に
説
か
れ
る

一
異

(
一
即

一
切
、

一
切
即

一
)
の
問
題
に
関
し

て
は
拙
稿

「華
厳
経
に
於
け

る

一
異
の
問
題
」
(印
度
学
仏
教
学
研
究
第
23
巻

一
号
)

を
参
照
さ
れ
た
し
。

㈲

　

智
賊
は

『捜
玄
記
』
巻
第

一
下

(大
正
35

・
28

・
b
)
で

「縁
起
者
黎
耶
共
二善
等
三

性
及
無
為
’集
起
故
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
如
来
蔵
と
生
滅
の
黎
耶
識
と
を
融

合
し
て
お
り
、
ま
た
、
芳
英
も

『南
紀
録
』
(改
訂
日
蔵
、
第
三
巻
、

一
四
三
、

下
)

註

　

記

印

　

法
蔵
は

『探
玄
記
』
巻
第
四
で
、
こ
の

「菩
薩
明
難
品
」
の
名
義
に
つ
い
て

「菩
薩
是

人
。
明
難
是
法
。」
(大
正
35

・
175

・
b
)
と
述
べ
、
特
に

「明
難
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て

『捜
玄
記
』
巻

一
下
の

「明
難
者
有
‘
二
。

一
約
・法
。
明
二十
義
深
敬
一故
也
。
二

約
‘辞
。
論
難
顕
二義
情
‘故
也
。
明
者
教
。
難
者
十
義
。
又
明
者
智
。
難
者
論
y道
也
。」

(大
正
35

・
27

・
c
)
の
説
を
継
承
し
つ
つ
左
記
の
如
く
四
義
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

「明
難
有
こ
四
義
　
0

　

一
約
こ
心
境
　0
難
謂
真
俗
幽
逡
。
明
謂
妙
智
朗
照
。
二
約
二教
義
「

難
謂
十
義
甚
深
。
明
謂
往
復
顕
暢
。
三
約
二論
道
　0
謂
難
問
。

明
答
。

以
二通
問
答
‘故

名
二明
難
　0
何
者
但
挙
・法
直
諮
日
’問
。
非
理
詰
責
為
’難
。
隨
’問
直
陳
日
‘答
。
委
釈

頭
煥
為
・明
。
四
分
二賓
主
　0
約
‘賓
則
長
行
中
明
設
二
於
難
　0
約
・
主
則
偶
中
明
釈
二於

難
　0
故
日
二明
難
ご

(大
正
35

・
175

・
b
t
c
)

㈲

　

斯
か
る
問
答
の
本
質
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
河
野
雲
集
「菩
薩
明
難
品
に
つ
い
て
」
(大

谷
学
報
24
巻

一
号
)
四
十
頁
~
四
十
三
頁
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
し
。

付
記本

稿
作
成
に
当
り
、
河
野
雲
集
著

『華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
に

つ
い
て
』
(大
谷
学
報

二
四
之

一
)
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
本
稿
の
不
備
と
あ
わ
せ
て
参
照
頂
け

れ
ば
幸
で
あ
る
、
な
お
本
稿
は

『探
玄
記
』
(本
論
に
引

用
の
法
蔵
の
文
は
、
特
に
断
り

の
な
い
場
合
、
仝
べ
て

『探
玄
記
』
巻
第
四
。)
の
所
説
に
重
点
を
い
た
た
め

「華
厳
経
」

は
旧
訳
を
用
い
た
。



れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
た
だ

「真
諦
訳
で
は
阿
黎
耶
識
を
指
す
と
も
解
せ
ら
れ
得
る
点

が
存
す
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
意
を
述
べ
ら
れ
、
い
ま
だ
決
判
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

㈲

　

特
に
縁
起
を
説
く
中
、
如
来
蔵
縁
起
と
阿
黎
耶
識
縁
起
と
の
諸
関
係
に
つ
い
て
は
、
宇

井
伯
寿

「阿
黎
耶
識
と
如
来
蔵
」
(宇
井
伯
寿
著
作
選
集
6
、

大
東
出
版
社
、

四
三
頁

以
下
)
を
参
照
さ
れ
た
し
。

㈲

　

法
蔵

『大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
上

(大
正
44

・
250

・
b
以
下
)
参
照
。

叫

　

山
田
亮
賢
師
は

「華
厳
三
性
説
の
立
場
」
(大
谷
学
報
35
、
巻
4
号
)
の
中

で
如
来
蔵

緑
起
思
想
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

「唯
識
教
学
が
価
値
低
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
唯
識
法
相
教
学
と
並
行

し
て
、
如
来
蔵
縁
起
思
想
が
強
く
台
頭
し
て
、
そ
れ
が
法
蔵
に
至

っ
て
頂
点
に
達
し
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
二
八
頁
)
と
述
べ
ら
れ
、
更
に

「相
宗

と
呼
ぱ
れ
、
性
宗

と
名
づ
け
ら
れ
て
来
た
も
の
。
何
れ
も
仏
教
教
理
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
始
終
二

教
を
如
何
に
し
て

一
仏
教
体
系
に
見
究
め
て
ゆ
く
か
が
。
法
蔵
の
努
力
と
苦
心
と
で
あ

った。―
略―

『拐
伽経』『起
信論』等
の影響
の下
に法蔵が終
教
を強
調
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
以
の
も
の
を
卒
直
に
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。」
(
二
九
頁
)
と
述

べ
ら
れ
、
そ
し
て
「『摂
大
乗
論
』
が
唯
識
思
想
を
以
て
一
貫
し
て
い
る
に
招
ら
ず
、
そ

の
中
に
如
来
蔵
思
想
を
も
内
容
し
て
い
る
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の

『起
信
論
』

信
奉
研
究
者
の

一
般
的
傾
向
で
も
あ
る
が
、
法
蔵
も
そ
の
代
表
的
な

一
人
で
あ
る
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
。
(三
七
頁
)。

試
み
に
、
澄
観
に
至
る
と
、

一
歩
進
ん
で

「略
起
二
五
門
べ

　

一
問
二所
為
　
0

　

二
述
二問

意
べ
三
定
二所
問
　0
四
会
二相
違
　0
五
釈
二本
文
ご
(大
疏
巻
第
十
四
、
大
正
35

・
601

・
b
)

と
五
門
に
分
け
、

続
い
て

「初
問
所
為
者
。
有
二
二
義
一故
。
最
初
問
y之
。

一
払
二異

見
　
0

　

二
顕
二深
理
　

0

　

払
y見
有
」
二
。

一
令
’‘一諸
菩
薩
知
二法
従
’縁
異
二外
道
見
　

0

　

二
知
二

従
y
心
現
‘捨
二
二
乗
見
　
0

　

三
但
心
性
起
不
’同
二
権
教
丿

　

二
顕
深
理
者
。
令
7諸
菩
薩
於
二

此
実
義
‘発
二深
信
解
　0
起
y行
証
’真
始
終
皆
実
。
故
問
二斯
義
ご

(前
掲
に
同
じ
)
と
、

権
実
、

即
ち
相
宗
と
性
宗
と
を
明
白
に
判
決
し
、
特
に
第
四
門
の
終
り
で
は

「定
言
二

不
変
’失
二於
随
縁
ぺ
過
帰
二後
輩
‘耳
。」
(大
正
35

・
602

・
a
)

一
五
五

で
智
倣
と
同
様
に
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

㈲

　

多
屋
頼
俊
、
横
超
慧
日
、
舟
橋

一
哉
編

「仏
教
学
辞
典
」
四
三
頁

・
上
参
照
。

㈲

　

中
村
元
著

「仏
教
語
大
辞
典
」
上
巻

一
一
八
頁
C
参
照
。

的

　

特
に
法
界
縁
起
に
関
し
て
は
、
坂
本
幸
男

「法
界
縁
起
の
歴
史
的
形
成
」
(『仏
教
の
根

本
真
理
』
三
省
堂
、
八
九

一
頁
以
下
)、
鎌
田
茂
雄

「法
界
縁
起

と
存
在
論
」
(『講
座

仏
教
思
想
』
第

一
巻
、
理
想
社
、
九
五
頁
以
下
)、
増
田
英
男

「華
厳

の
四
法
界
観
に

つ
い
て
」
(『
仏
教
思
想
の
求
道
的
研
究
』
創
文
社

・
二
四
二
頁
以
下
)、
吉
津
宜
英

『
「縁
起
」
の
用
例
と
法
蔵
の
法
界
縁
起
説
』
(駒
渫
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
第
四
十

号
所
収
)
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
し
。

㈲

　

こ
の

「四
法
界
」
に
つ
い
て
は
、
澄
観

『華
厳
法
界
玄
鏡
』
巻
上
に

「総
以
縁
起
法
界

不
思
議
為
宗
故
。
然
法
界
之
相
要
唯
有
三
。
然
総
具
四
種
。

一
事
法
界
。
二
理
法
界
。

三
理
事
無
碩
法
界
。
四
事
事
無
倶
法
界
。」
(正
45

・
672

・
C
)
と
あ
り
、
以
下
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
を
み
る
。
な
お
、
澄
観
以
前

(但
師
の

『法
鏡
論
』
に
於

け
る
隨
縁

・
対
縁

・
忘
縁

・
縁
起
の
四
法
界
、
新
羅
の
元
暁
の
有
為

・
無
為

・
亦
有
為

亦
無
為

・
非
有
為
非
無
為
の
四
法
界
、
慧
苑
の
四
種
法
界
。)
の
法
界
観
に
つ
い
て
は
、

前
掲
、
坂
本
幸
男

「法
界
縁
起
の
歴
史
的
形
成
」
の
第
二
節
『諸
種
の
法
界
観
の
展
開
』

(八
九
七
頁
以
下
)
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
し
。

㈲
。
『摂
大
乗
論
』
に
於
い
て
も

　

①
縁
生

(真
諦
訳
)
②
縁
起

(玄
奘
訳
)
③
因
縁

(仏

陀
扇
多
訳
)
等
の
訳
の
異
な
り
が
あ
る
が
意
は
同
じ
で
あ
る
。
佐
々
木
月
樵
著

「漢
訳

四
本
対
照
摂
大
乗
論
」
(本
文

一
三
頁
)
参
照
。

㈲

　

阿
黎

(梨

・
梨
)
耶
識
と
阿
頼
耶
識
と
は
訳
の
異
な
り
で
義
は
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
他
の
別
名
と
し
て
、
心

・
阿
陀
那

・
所
知
依
種
子
識

・
無
垢
識

・
第
八
識

・
現

識

・
無
没
識
本
識

・
宅
識

・
執
持
識

・
第

一
識
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

「論
」
で
は
更

に
根
本
識
と
も
名
付
け
て
い
る
を
み
る
。

㈲

　

特
に
こ
の
縁
生
に
関
し
て
、
智
倣
は

『孔
日
章
』
巻
第

一

　

(大
正
45

・
544

・
b
)
で
十

門
に
分
け
て
詳
説
し
て
い
る
。

㈲

　

宇
井
伯
寿
師
は

「摂
大
乗
論
研
究
」
(岩
波
書
店

・
昭
和
四
十

一
年

・
二
七

一
頁
以
下
)

で
、
「自
性
は
生
起
し
た
諸
法
の
自
性
を
指
す
方
が
直
接
的
の
意
味
で
あ

る
と
考
え
ら

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

と
ま
で
い
い
き

っ
て
い
る
を
み
る
。

㈲

　

試
み
に
智
銀
も

『捜
玄
記
』
巻
第

一
下
で

「意
但
為
こ無
分
別
不
住
‘故
能
成
‘」衆
事
　
0

若
知
分
別
不
・可
’成
也
。」
(大
正
35

・
28

・
b
)
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
心
意
を
如

来
蔵
的
な
観
点
で
述
べ
、
更
に

『孔
目
章
』
巻
第

一
で

「二
無
記
義
。
方
得
受
薫
。
何

以
故
。
無
記
者
即
是
無
分
別
義
。
如
来
蔵
中
。
方
有
此
法
。
若
爾
何
以
故
果
報
為
無

記
。
答
此
為
声
聞
智
浅
。
引
其
近
位
。
説
報
受
薫
。
果
報
無
体
用
。
識
為
体
故
。
説
果

報
無
有
究
竟
賞
無
記
義
。
道
理
如
此
。」
(大
正
45

・
544

・
c
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
「縁
生
」
に
於
け
る
十
門
の
中
特
に
梨
耶
の
四
徳
を
述
べ
る
中
に
出
ず
る
文
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
梨
耶
心
の
無
記
を
以

っ
て
如
来
蔵
の
無
分
別
心
と
為
し
て
、
唯
識
と
の
融
会

が
見
事
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

匈

　

試
み
に
澄
観
は

『大
疏
』
巻
第
十
四
で
「謂
心
之
性
故
。
是
如
来
蔵
也
。
又
心
即
性
故
。

是
自
性
清
浄
心
也
。
又
妄
心
之
性
無
性
之
性
空
如
来
蔵
也
。
真
心
之
性
実
性
之
性
。
不

空
如
来
蔵
也
。
皆
平
等
無
二
故
云
乙

也
。」
(大
正
35

・
602

・
a
)
と
、
法
蔵
の
『探
玄

記
』
を
踏
襲
し
つ
つ
、
更
に

一
応
真
妄

・
空
不
空
如
来
蔵
に
分
け
、
そ
れ
ら
が
平
等
で

あ
る
た
め
心
性
は
は

一
つ
で
あ
る
と
い
う
新
説
を
出
し
て
い
る
。

叫

　

五
対
と
は
、
旧
業

・
心
の
一
対
、
㈲
受

・
報
の
一
対
、
同
心

・
受
の
一
対
、
㈲
因

・
縁

の
一
対
、
㈲
智

・
法
の
一
対
、
を
い
う
。

幼

　

試
み
に
『成
唯
識
論
述
記
』巻
第

一
本
を
見
る
と
、
異
熟
識
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
三
義

有
り
と
し
て
詳
説
し
て
い
る
を
見
る
。
「
一
謂
異
熟
識
、
即
第
八
識
。
名
有
こ多
義
「

　

一

変
異
而
熟
。
要
因
変
異
之
時
果
方
熟
故
。
此
義
通
’余
。
種
生
‘果
時
皆
変
異
故
。
二
異

時
而
熟
。
与
’因
異
時
果
方
熟
故
。
今
者
大
乗
。
約
二造
之
時
‘非
’約
‘一種
体
J。
許
向

世
一故
。
三
異
類
而
熟
。
与
・因
異
性
果
酬
’因
故
、
然
初
二
解
無
二別
論
文
　0。
今
依
二論

文
‘但
取
二後
解
　0
若
異
属
’因
即
異
之
熟
。
若
異
属
’果
異
即
是
熟
。

異
熟
即
識
熟
属
二

現
行
「
異
熟
之
識
熟
属
二種
子
ご

叫

　

三
説
と
は
、

一
護
月
の
唯
本
有
説

　

二
難
陀
勝
軍
の
唯
新
魚
説

　

三
護
法
の
新
旧
合
生

説
を
い
う
。

試
み
に

『南
紀
録
』
巻
四
之
二
に
は
「種
子
本
新
。
論
師
異
説
。
分
為
二
三
家
「

　

一
護

月
云
二唯
本
有
　0
二
難
陀
勝
軍
云
‘・唯
新
」
三
護
法
日
“客
有
二二
類
「
是
法
相
宗
正
義
。

一
五

六

今
日
二新
無
　0
対
三別
有
二本
無
‘故
。
句
面
従
容
。
意
存
二唯
新
旭
ご

也
。
凡
立
二本
有
‘則
云
二法
爾
性
差
別
　0
唯
新
無
則
仏
種
従
縁
起
故
。
種
性
分
位
仮
立
。

方
成
二

性
平
等
　0
故
此
本
記
釈
中
。
妙
含
二融
会
ご

　

(改
訂
日
蔵
、
第
三
巻

　

一
四

九
、
下
)
と
あ
る
。

叫

　

縁
起
の
四
句
と
は

「
一
不
二自
性
　
0

　

二
不
‘一他
生
　0

三
不
二
共
生
　0
四
不
二無
因
生
こ

を

い
う
。
詳
し
く
は

『探
玄
記
』
巻
第
十
三

(大
正
35

・
351

・
a
)、
『十
地
経
論
』
巻
第

八

(大
正
26

・
170

・
b
)
を
参
照

倒

　

特
に
唯
識
に
於
け
る
心
分
説
に
関
し
て
は
拙
稿

「唯
識
四
分
義
に

つ
い
て
」
(同
明
学

園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号
)
を
参
照
さ
れ
た
し
。

匈

今
、
「十
甚
深
」
中
、
最
初
に
文
殊
が
覚
首
に
問
う
理
由
に
つ
い
て
、
法
蔵
は
、
{謂
創

発
二厭
求
‘非
こ初
党
}不
’起
。
如
一ぶ
昏
財
初
発
二於
覚
城
’故
。
又
縁
起
甚
深
亦
非
’覚
不
‘

達
故
。」
(探
玄
記
巻
第
四
、
大
正
35

・
176

・
c
)
と
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

匈

　

「十
甚
深
」
中
、
こ
の

「縁
起
甚
深
」
の
み
十

一
頌
を
以

っ
て
答
え
て
い
る
が
、
他
の

甚
深
に
於
い
て
は
全
べ
て
十
頌
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
。
法
蔵

は
、
第
九
頌
、
第
十
頌
、
第
十

一
頌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

一
、
遍
計
無
相
観
、
二
、
依
他

無
生
観
、
三
、
真
実
無
性
性
観
を
明
か
す
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
唯
識
論
の
三

性
に
よ
っ
て
、
三
無
性
を
立
つ
こ
と
に
な
ら
っ
て
、
こ
の
三
頌
を
三
無
性
に
配
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
考
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
今
は
略
す
。
な
お
。
特
に

華
厳
教
学
に
於
け
る
三
性
説
に
つ
い
て
は
、

山
田
亮
賢
著

「
華
厳
三
性
説
の
立
場
」

(大
谷
学
報
35
巻
四
号
)
を
参
照
さ
れ
た
し
。

倒

　

こ
の
二
義
に
つ
い
て
、

『南
紀
録
』
四
之
三

(改
訂
日
蔵
巻
三
、

一
五
二
・
下
)
で
は

『不
起
義
者
。
縁
起
不
起
。
隨
縁
起
滅
之
当
相
。
無
自
性
故
不
’異
’性
。
有
起
義
者
。
不

起
之
起
無
性
。
全
成
二縁
起
ご

叫

　

特
に
水
を
真
心
に
喩
え
る
に
つ
い
て
、
澄
観
は
法
蔵
の
説
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
に
詳

し
く
十
義
を
以

っ
て
述
べ
て
い
る
。

二

水
体
澄
清
喩
。
自
性
清
浄
心
。
二
得
’泥
成
’濁
。
喩
浄
心
不
染
而
染
。

三
雖
’濁

不
’失
‘】浄
性
　0
喩
浄
心
染
而
不
染
。
四
若
澄
‘泥
浄
現
。
喩
真
心
惑
当
性
現
。
五
遇
’冷

成
’水
而
有
二硬
用
　0
喩
如
来
蔵
与
一一無
明
‘合
成
二本
識
用
「
六
雖
‘成
二硬
用
’而
不
y失
二



①
水
体
清
浄

-゙
ぶ
応諾」「恚琵
゛

卜
③
遇
冷
成
氷
-

流
則
後
流
無
二自
性
ご

知
　0
五
能
排
与
二所
引
‘無
二
。
故
不
二相
知
　0
六
能
引
与
二所
排
　0
無
二
故
不
二
相
知
　
0

七
能
排
与
二所
排
亦
無
二
。
故
不
こ相
知
　0
八
能
引
与
二所
引
べ
亦
無
二
故
不
二相
知
　0
九

能
排
与
二能
引
‘不
‘得
’倶
。
故
不
二
相
知
　0
十
所
排
与
一一所
引
’亦
不
y得
’倶
。
故
不
二相

知
ご

(華
厳
経
疏
巻
第
十
四
、
大
正
35

・
603

・
a
)

倒

今
、
他
の
三
春
喩
に
つ
い
て
の
一
々
の
考
察
は
省
略
す

る
が
、
「探
玄
記
」
に
よ
っ
て

「四
喩
」
を
図
式
化
す
れ
ば
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

試
み
に
、
智
綴
は

『捜
玄
記
』
巻
第

一
下
で

「次
喩
有
’
四
。
初
約
二縁
成
相
続
経
’時
喩
　0
次

一
約
二縁
起
有
為
生
滅
喩
　0
次

一
約
二

因
縁
騰
撃
助
成
喩
了

と
述
べ
、
澄
観
も

『華
厳
経
疏
』
巻
第
十
四
で
、

「然
此
四
喩
各
顕
二

義
　
0

　

一
依
・‘永
有
・受
注
　
0

　

二
依
二火
焔
起
滅
　
0

　

三
依
・‘風
有
二面

作
「
四
依
三
地
有
‘一任
持
　0
法
中
四
者
。

一
依
二真
妄
相
続
　0
二
依
二真
妄
起
滅
七
三
妄
用

依
’真
起
。
四
妄
為
’真
所
‘持
。
然
此
法
愉

一
一
各
有
二
三
義
ペ

　

ー
唯
就
二能
依
　0
二
依
二

所
依
　0
三
唯
所
依
。
」
(大
正
35

・
603

・
a
)

軟
性
『
喩
即
事
恒
真
。
七
媛
融
成
y軟
。
喩
本
識
還
浄
。
八
隨
二風
波
p
不
y改
二静
性
　
0

喩
如
来
蔵
除
?
無
明
風
‘波
浪
起
滅
。
而
不
’変
二自
不
生
滅
性
　0
九
隨
‘一地
高
下
‘排
引
流

注
。
而
不
’
動
一一自
性
　0
喩
真
心
隨
縁
流
注
。
而
性
常
湛
然
。
十
隨
二器
方
円
‘而
不
’失
二

自
性
　0
喩
真
如
性
普
遍
二諸
有
為
法
　0
而
不
’失
二自
性
ご

(華
厳
経
疏
巻
第
十
四
、
大

正
35

・
603

・
b
)

匈

　

法
相
宗
で
は
、
如
来
蔵
を
た
だ
ち
に
本
識
の
体
と
み
て
い
な
い
。
今
、
法
蔵
は
智
綴
の

『孔
目
章
』
巻

一
の
文

「究
竟
用
二如
来
蔵
‘
為
‘
体
。」
(大
正
45

・
543

・
b
)
に
よ
り

述
べ
て
い
る
。

『南
紀
録
』
巻
四
之
三

(改
訂
日
蔵
、
巻
三

・

　

一
五
五

・
下
)
参
照
。

叫

　

今
、
「初
伽
阿
敗
多
羅
宝
経
」
巻
第
四
の

「名
為
二
識
蔵
　0
生
二
無
明
住
地
’
与
二
七
識
‘

倶
。」
(大
正
16

・
510

・
b
)、
「大
乗
入
拐
伽
経
」
巻
第
五
の

「名
為
‘・蔵
識
　0
生
二於
七

識
無
明
住
地
ご

(大
正
16

・
619

・
c
)
の
文
に
よ
る
。

匈

今
、
こ
の

「流
注
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
、
澄
観
は
十
義
を
以
っ
て
具
体
的
に
理

解
し
易
い
様
に
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

「
一
前
流
不
二
自
流
　0
由
二後
流
排
‘故
。
流
則
前
流
無
二自
性
‘故
不
’知
‘後
。

二
後
流

雖
’排
’前
而
不
’到
‘・於
前
流
ご

品
U
U
←
呂
1

一
五
七

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究

四
喩
i

(蔵
識
の
四
義
)

―
①
有
力
義

j
[霖1

‘地
高
下
一故
流

　　　　　　　　　

本
識
果
相
義

-
①
生
識
義

)灯
焔
の喩
にににマト
ー
②
互為
因果義

(互
為
因
果
生
識
義
)

　　

I
③
執
受
義



一
五
八

匈

　

三
念
処
と
は
三
念
住
と
同
じ
意
で

「三
種
の
平
静
な
心
に
安
住
す
る
こ
と
、
仏
が
正
念

正
智
に
安
住
す
る
の
」
を
三
方
面
か
ら
見
た
も
の
を
い
う
。
詳
し
く
は
中
村
元
著

「仏

教
語
大
辞
典
」
上
巻
四
八
四
頁
参
照
。

㈲

　

「福
田
甚
深
」
に
於
け
る

「十
讐
喩
」
の
名
称
を

『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
記
せ
ば
次
の

如
く
で
あ
る
。

一
縁
能
現
’果
喩

　

二
応
機
隨
解
喩

　

三
善
巧
隨
順
喩

　

四
応
感
令
喜

喩

　

五
物
感
二現
形
‘喩
。
六
善
除
二惑
障
一喩

　

七
珍
滅
智
障
喩

　

八
悲
情
普
被
喩

　

九

動
令
y生
’厭
喩

　

十
焚
焼
轟
滅
喩
。

㈲

　

『温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
の
文

「観
二彼
三
界
‘人
天
品
類
。
高
下
長
短
。
福
徳
多
少
。
皆

由
二先
世
用
心
不
’等
。
是
以
所
受
各
異
」
(大
正
16

・
803

・
C
)
を
参
照
。

帥

　

『大
悲
経
』
巻
第

一
の
文

「若
有
二畜
生
‘於
二仏
世
尊
‘能
生
’念
者
。
我
亦
説
7其
善
根

福
報
。
当
得
二涅
槃
’査
申涅
槃
際
ど

(大
正
12

・
936

・
C
)
を
参
照
。

帥

　

「解
怠
の
八
劈
喩
」
の
名
称
を

『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
記
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

一

多
聞
解
怠
喩
。

二
無
力
解
怠
喩
。

三
偏
修
解
怠
喩
。

四
倒
修
解
怠
喩
。

五
過
求
塀
怠

喩
。
六
少
力
解
怠
喩
。
七
小
治
解
怠
喩

　

八
無
求
出
意
喩

(執
我
慢
高
喩
)
以
上
、
幣

怠
そ
の
も
の
が
教
法
に
違
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

㈲

　

「正
行
甚
深
」
に
於
け
る

「九
讐
喩
」
を

『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で

あ
る
。

一
不
二如
’説
行
‘喩
。

二
隨
‘説
廃
’思
喩
。

三
計
’文
迷
’行
喩
。
四
自
謂
‘非
‘

分
喩

(耽
文
失
行
喩
)
五
悪
業
障
員
喩
。
六
不
’解
‘自
説
喩
。
七
不
’見
’自
義
喩
。
八

廃
‘正
成
’助
喩
。
九
隠
’非
現
y是
喩
。

帥

　

こ
の

「
一
乗
甚
深
」
に
於
け
る
頌
掲
は
、
宗
祖
親
鸞
が

「教
行
信
証
」
の
行
の
巻
の
「
一

乗
海
釈
」
に
於
け
る

一
乗
の
解
釈
部
分
に
引
用
し
、

「爾
者
斯
等
覚
悟
、
皆
以
安
養
浄

刹
六
大
利
、
仏
願
難
急
之
徳
也
」
(聖
金

・
二
、
三
九
)
と
己
証
し
て
い
る
を
み
る
。な

お
、
詳
し
く
は
山
田
亮
賢
著

『
教
行
信
証
講
讃
』
の

「
総
説
宗
祖
御
引
用
の

『華
厳

経
』
文
の
概
要
」
(
一
?
五
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
し
。

㈲

　

芳
英
は

『南
紀
録
』
で

「初
九
顕
二差
別
義
　0
後

一
顕
一‘一差
別
同
帰
二仏
境
　0
此
二
不
二
。

成
二信
中
之
観
解
ご

　

(改
訂
日
蔵
、
巻
三

・
一
四
三
、
上
)
と
述
べ
て
い
る
。

『探
玄

記
』
に
関
し
て
は
注
3
を
参
照
。

匈

　

『南
紀
録
』
は
澄
観
の

『華
厳
経
疏
』
の
解
釈
を
継
承
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
号

と
述
べ
て
い
る
。
法
蔵
が
智
倣
の
説
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も

『唯
識
論
』
に
ょ
り
な
が

ら
性
相
融
会
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
澄
観
は
性
相
決
判
の
立
場
に
立

っ
て

い
る
こ
と
が
良
く
理
解
で
き
る
と
思
う
。

叫

　

十
隨
に
つ
い
て
、
経
文
で
は
十

一
隨
あ
る
が
、
法
蔵
は

「今
初

一
是
総
余
十
是
別
」

(大
正
35

・
180

・
a
)
と
述
べ
、
こ
の
別
を
以

っ
て
十
隨
と
し
て
い
る
。

㈲

　

斯
か
る
我
々
の
分
別
で
以

っ
て
考
え
る
矛
盾
に
対
し
て
、
西
田
幾
多
郎
は

『善
の
研
究

(岩
波
文
庫

一
三
頁
)
で

「純
粋
経
験
」
に
つ
い
て
述
べ
る
に
当

っ
て

「純
粋
経
験
は

直
接
経
験
と
同

一
で
あ
る
。
自
己
の
意
識
状
態
を
直
下
に
経
験
し
た
時
、
未
だ
主
も
な

く
客
も
な
い
。
知
識
と
其
対
象
と
が
全
く
合

一
し
て
居
る
。
こ
れ
が
経
験
の
最
醇
な
る

者
で
あ
る
。」
と
云
う
。
西
田
の
云
う

「絶
対
矛
盾
の
自
己
同

一
」
と
い
う
こ
と
も
、
結

局
西
田
自
身
の
一
即
多

・
多
即

一
に
対
す
る
矛
盾
の
無
い
生
き
生
き
と
し
た
理
解
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

帥

　

業
性
の
九
讐
喩
に
於
い
て
は
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
を
有
し
て
い
る
が
、
今
は
そ
の
I

々
に
つ
い
て
の
考
察
は
省
略
し
、
た
だ

『探
玄
記
』
に
ょ
っ
て
そ
の
名
称
の
み
記
す
こ

と
と
す
る
。
(
)
内
は

『捜
玄
記
』
に
よ
る
。

一
、
依
地
離
性
喩

　

二
。
無
知
成
因
喩

(縁
起
成
有
喩
)
三
、
因
能
現
果
喩

(因
縁
現

果
喩
)

　

四
、

果
法
無
念
喩

(縁
果
離
性
喩
)
五
、

因
体
無
雑
喩
、

六
、
現
果
無
来
喩

(受
生
離
作
喩
)
七
、
苦
報
無
本
喩

(果
報
無
本
喩
)
八
、
勝
果
無
根
喩

(勝
事
無
根

喩
)
九
、
有
無
同
性
喩

な
お
、
九
曹
喩
に
つ
い
て
は
鍵
主
良
敬
著

「華
厳
に
於
け

る
業
性
の
論
理
」
(仏
教

学
セ
ミ
ナ
ー
20
号
)
の
中
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
を
み
る
。

幼

　

『捜
玄
記
』
巻
第

一
下
に

「問
意
法
若
非
」

可
二
随
‘
言
並
実
　0
法
若
不
’応
‘言
教
便

是
妄
。
此
是
教
義
相
違
難
。」
(大
正
35

・
29

・
a
)
と
述
べ
て
い
る
を
み
る
。

帥

　

今
、
『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
九
讐
喩
の
名
の
み
記
せ
ば
次
の
如
く

で
あ
る
。

一
、
法
能

荷
二載
万
機
‘喩
。
二
、
縁
滅
二衆
或
?
喩
。
三
、
入
器
無
変
喩
。
四
、
払
二動
諸
根
‘開
覚

喩
。
五
、
応
‘欲
随
潤
喩
。
六
、
縁
生
二衆
徳
’喩
。
七
、
無
垢
照
y機
喩
。
八
、
応
機
無

往
喩
。
九
、
隨
縁
不
変
喩
。
な
お
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
1　
俗
の

『捜
玄
記
』
を
継
承
し

た
も
の
で
あ
る
。



尚
、
参
考
文
献
に
つ
い
て
は

『仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
号
』

の
拙
稿

「『華
厳
経
』

に

於
け
る
信
の
位
置
」
の
末
尾

(
一
〇
八
頁
)
の
参
考
文
献
の
項
を
参
照
さ
れ
た
し
。

「問
二文
殊
‘者
。
仏
境
甚
深
。
除
二般
若
妙
徳
「
無
二能
達
‘故
。
始
信
終
智
。
皆
託
二仏

境
界
‘故
。」
(改
訂
曰
蔵
、
巻
三
、

一
八
四

・
上
)、
な
お
、
九
人
の

「首
」
な
る
菩
薩

の
名
が
如
何
な
る
意
味
を
有
し
て
答
え
ん
と
し
て
い
る
の
か

『探
玄
記
』
に
よ
っ
て
述

べ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
①
、
覚
首

(注
25
参
照
)
②
、
財
首

(財
是
法
財
故
也
)

③
、
宝
首

(謂
事
中
顕
三
理
得
二可
蛮
只
多
宝
‘)
④
、
徳
首

(顕
二法
理
徳
深
一故
)
⑤
、

目
首

(見
二此
法
‘明
白
故
。)
⑥
、
進
首

(以
三応
’教
離
二解
怠
‘故
)
⑦
、
法
首

(執
二

教
成
’行
故
。)
⑧
、
智
首

(以
二能
会
y助
同
’
正
故
。)
⑨
、
賢
首

(以
7
明
達
‘二
乗
‘

順
々
相
故
。)
以
上
は
ほ
と
ん
ど

『捜
玄
記
』
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈲

　

三
十
四
心
と
は

「小
乗
の
菩
薩
は
十
六
心
を
以

っ
て
見
惑
を
断
じ
、
十
八
心
を
以

っ
て

修
惑
断
じ
て
成
道
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
三
十
四
心
断
結
成
道
と
い
う
。
」
(仏
教
学
辞
典

法
蔵
館
版
、

一
五
三
頁
、
中
、
参
照
)
の
意
で
あ
る
。

帥

　

芳
英
は

『宿
紀
録
』
四
之
二
で

「爾
則
前
後
二
者
。
行
解

一
対
。
互
為
‘・総
別
　
0

　

中
間

八
者
。
前
四
後
四
隔
越

一
対
。
即
如
二教
化
正
教
　0
教
化
之
始
終
也
。

…
…
略
…
…
一剛

四
以
’解
為
’主
。
後
四
以
‘行
為
’主
。
互
相
成
故
。」
(改
訂
日
蔵
、
巻
三
、

一
四
三
、

下
)
と
述
べ
て
い
る
。

匈

　

金
子
大
栄
著

「華
厳
経
概
説
」
四
四
頁
参
照
。

叫

　

法
界
縁
起
に
つ
い
て
は
、
坂
本
幸
男
著

「法
界
縁
起
の
歴
史
的
形
成
」

　

(仏
教
の
根
本

真
理
所
収
)
の
中
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
あ
る
。
注
帥
㈲
参
照
。

一
五
九

華
厳
経

「菩
薩
明
難
品
」
の
研
究


